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【Scenes of Solution】

地元の期待と希望を乗せて、
新会社が始動
ー宮崎カーフェリーの事業承継を投融資でサポート

【調査のわき道】

情報が集まる仕掛けづくり
～イノベーションが生まれるヒント～
株式会社 日本経済研究所　上席研究主幹   松本 哲也

【未来人図鑑】

株式会社 フジワラテクノアート
代表取締役社長　藤原 恵子 氏
取締役副社長　　藤原 加奈 氏
母と娘のツートップ経営で微生物の力を未来へ繋ぐ

ー 革新的技術の社会実装と
 オープンな連携・協働の
 実現に向けて

【ネクスト・ジャパン最前線】
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当行が政策研究大学院大学（National Graduate Institute For Policy Studies:GRIPS）と共同で、行政と地域
金融機関等の職員を対象に、実効性ある地域振興のためのプロジェクトや支援策を企画立案し、また推進できる人材
の育成を目的として、平成28年4月に開設した修士課程のコースを平成30年3月に2期生5名が修了しました。

ＤＢＪとＧＲＩＰＳが共同で開設した
コースから2期修了生を輩出

①氏名／派遣元　②ポリシー・ペーパー（修士論文）タイトル　③概要

②	伝統的工芸品の地域ブランド化に関する一考察 ～認証制度の課題とあり方について～

③	地域ブランド化を支援する一手段である行政による認証制度に着目し、伝統的工芸品の地域ブランド化の推進へ向けた考察
を行った。各種認証制度（地理的表示、地域団体商標等）の検証及び協会・組合へのインタビュー調査等により、現行の認証制
度には４つの共通課題（域内調整、品質管理、認知度、侵害対応）の存在が明らかとなり、各々の対応の方向性を踏まえた上で、
地域ブランド化に資する認証制度のあり方を提言した。

石井 圭太
茨城県

①	

②	山梨県におけるジュエリー産業の課題と展望
③	山梨県の地場産業であるジュエリー産業を取り上げ、国内外の当該産業の実態およびその市場の動向を把握するとともに、
多様な主体へのヒアリングを通じて山梨県における当該産業の課題を明らかにした。当該産業の内部および外部環境を整理
した上で、課題に対して一定の成果をあげている県内の先進事例の取り組みを参考として、クロスSWOT分析により、「高付
加価値化への転換」、「ECを活用した販路拡大」、「観光資源を活用したツアーの実施」等の施策の必要性を提言した。

内藤 勇樹
山梨県

①	

②	我が国のソーシャル・インパクト・ボンド導入へ向けた論点整理と提言
③	近年、日本でも社会的インパクト投資の一形態として、ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）の推進が謳われている。国内外事
例の調査から、SIBを日本で導入・普及させていくための重要な論点として、行政との連携、地域金融機関の役割、活用できる
事業領域、成果評価のあり方が浮き彫りになり、「行政のマインドセットの変革」、「スリム化したSIBの導入」、「地域金融機関の
社会的事業に対する意識や見る目の変革」の3つの提言を行った。

東 祐大
株式会社静岡銀行

①	

②	地域金融機関におけるフィンテック戦略の現状と課題
③	地方銀行におけるフィンテック戦略の現状と課題を明らかにするために、海外事例と規制動向を含む文献調査と多方面の関
係者に対するインタビュー調査を行った。特に導入フェーズでは、自行の独自性の追求が、コストパフォーマンスを低めている
ことから、組織風土の変革、サービス領域（コア業務かノンコア業務か、銀行向けか顧客向けか）を分類した上でのメリハリの
ある経営戦略の再検討に加えて、フィンテックプラットフォームの構築と時代に即した規制改革を提言した。

松尾 祐一朗
金融庁

①	

②	地域の産業振興に向けた持続性・実効性ある支援機関の連携について
③	自治体、商工団体（商工会議所・商工会）、地域金融機関などの中小企業支援機関において、地域の産業振興へ向けて持続性・
実効性の高い連携を実現している４つの先進事例を調査した。設定した仮説に基づきその特徴を抽出した上で、準備段階にお
ける役割分担・インセンティブ設計等の連携施策の十分な検討、運用段階における連携施策のガバナンス確保、キーパーソン
への働きかけとその任用、税理士・公認会計士の参画促進を提言した。

吉田 智哉
信金中央金庫

①	



（株）日本政策投資銀行
スタンフォード大学アジア太平洋研究所
SAPジャパン（株）
A.T.カーニー（株）
日本水素ステーションネットワーク（合）
Creww（株）
コマツ
宮崎カーフェリー（株）

（株）フジワラテクノアート
（株）ワークス・ジャパン
河内正和

（株）グレビス
飯島隆

企画・発行
取材協力

制作・編集
取 材・文

アートディレクション・デザイン
写　　 真

No .39
日本 政 策 投 資 銀 行  広 報 誌

2 0 1 8 . 5

P24 未来人図鑑

株式会社 フジワラテクノアート
代表取締役社長　藤原 恵子 氏
取締役副社長　　藤原 加奈 氏

母と娘のツートップ経営で微生物の力を未来へ繋ぐ

P20 Scenes of Solution

地元の期待と希望を乗せて、新会社が始動
—宮崎カーフェリーの事業承継を投融資でサポート
宮崎カーフェリー株式会社 代表取締役社長　穐永 一臣 氏

P27 調査のわき道

情報が集まる仕掛けづくり
～イノベーションが生まれるヒント～
株式会社日本経済研究所 上席研究主幹　松本 哲也 

季刊ＤＢＪはＤＢＪのホームページからも
ダウンロードできます。
http://www.dbj.jp/

※本誌に掲載している数値および年月日については取材時のものです。

　IoT、AI、ビッグデータ、ロボティクス、ICT、自動運転などの革新的技術の発展によって、世界の産業や社会の様相

は大きく変わりつつある。日本でも第4次産業革命が進む中、中長期的な成長の実現に向けて、これらの革新的技術

を社会実装するとともに、企業間のオープンな連携・協働によって、産業界、社会の課題解決に向けたイノベーションを

活発化させることが求められている。今号ではそうした視点に立って、革新的技術の社会実装の現状と課題、今後の

展望などについて3人の有識者に聞くとともに、企業間のオープンな連携・協働の事例、そして革新的技術を活用した

オープンイノベーションで、世界に通用するビジネスモデル作りに成功した企業の事例を紹介する。

Make Innovations !
−革新的技術の社会実装と
　　オープンな連携・協働の実現に向けて

P03 ネクスト・ジャパン最前線

Make Innovations !
—革新的技術の社会実装とオープンな連携・協働の実現に向けて
スタンフォード大学 アジア太平洋研究所リサーチスカラー（博士）
Stanford Silicon Valley-New Japan Project プロジェクトリーダー　櫛田 健児 氏
SAPジャパン株式会社 インダストリークラウド事業統括本部 IoT/IR4 ディレクター　村田 聡一郎 氏
A.T.カーニー株式会社 日本代表　岸田 雅裕氏
日本水素ステーションネットワーク合同会社 社長　菅原 英喜 氏
Creww株式会社 Founder & CEO　伊地知 天 氏／取締役 Managing Director　水野 智之 氏
コマツ 執行役員 スマートコンストラクション推進本部 本部長　四家 千佳史 氏
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機
械
に
置
き
換
わ
る
こ
と
に
な
る
。機
械
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
よ
っ
て
生
産
性
が
上
が
る
わ
け
で
、Ａ
Ｉ
の
本
質
は
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
革
命
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

—

Ａ
Ｉ
の
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
な
問

題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

人
間
の
活
動
が
機
械
に
置
き
換
わ
る
の
で
、人
間
の

仕
事
が
な
く
な
る
こ
と
に
脅
威
に
感
じ
る
人
は
も
ち
ろ

ん
い
る
。た
だ
、人
間
の
活
動
の
中
で
機
械
で
置
き
替
え

ら
れ
る
部
分
を
Ａ
Ｉ
に
任
せ
た
ら
、人
間
は
人
間
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
に
集
中
で
き
る
の
で
生
産
性
は
上
が
る
。

同
時
に
、今
ま
で
熟
練
者
し
か
で
き
な
か
っ
た
ハ
イ
ス
キ

ル
の
作
業
を
、ロ
ー
ス
キ
ル
の
人
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

Ｉ
Ａ（
注
）と
呼
ば
れ
る
研
究
領
域
が
あ
る
。た
と
え
ば
、

建
設
機
械
メ
ー
カ
ー・コ
マ
ツ
製
の
Ｉ
Ａ
を
実
装
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
建
機
を
使
う
と
、10
年
の
熟
練
が
な
け
れ
ば
で
き
な

か
っ
た
作
業
が
、乗
り
方
を
教
わ
っ
た
ば
か
り
の
人
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
。Ｉ
Ａ
で
人
間
の
能
力
を
拡
張
し

た
と
も
言
え
る
わ
け
で
、人
材
不
足
も
解
消
さ
れ
る
。

ま
た
、ハ
イ
ス
キ
ル
な
人
は
よ
り
高
次
の
創
造
的
な
仕
事

に
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
、単
純
に
ボ
ト
ム
が
Ａ
Ｉ

に
置
き
換
わ
る
と
い
う
話
で
は
な
く
、ロ
ー
ス
キ
ル
の
人

も
ど
ん
ど
ん
最
近
ま
で
は
ハ
イ
エ
ン
ド
の
人
で
な
け
れ
ば

行
え
な
か
っ
た
活
動
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。だ
か
ら
、

Ａ
Ｉ
で
人
間
の
活
動
を
置
き
換
え
る
と
と
も
に
Ｉ
Ａ
で

ア
ッ
プ
ス
キ
ル
さ
せ
る
。こ
の
構
想
が
大
事
だ
と
思
う
。

ど
れ
ほ
ど
の
雇
用
が
奪
わ
れ
、ど
の
程
度
が
新
し
く
創

出
さ
れ
る
の
か
は
、Ａ
Ｉ
だ
け
で
は
な
く
、こ
の
Ｉ
Ａ
の

視
座
も
織
り
込
む
と
本
当
に
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、多
く
の
議
論
は
Ａ
Ｉ
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
い

の
で
必
要
以
上
に
悲
観
的
か
も
し
れ
な
い
。

—

日
本
企
業
は
、そ
う
し
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
革

命
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
震
源
地
で
あ
る
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
活
用
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、な
か
な
か
う
ま
く
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

日
本
企
業
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を

活
用
す
る
場
合
、ま
ず
は
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
が
エ
コ
シ
ス
テ
ム（
経
済
圏
）と
し

て
ど
う
い
う
も
の
で
、ど
う
い
う
活
用

法
が
あ
る
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
新
興
企
業
）が

多
い
一
方
で
、時
価
総
額
も
現
金
保
有
ラ
ン
キ
ン
グ
も
世

界
ト
ッ
プ
テ
ン
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
大
企
業
が
６
社
ぐ
ら

い
あ
る
。そ
の
ト
ッ
プ
３
は
ア
ッ
プ
ル
、ア
マ
ゾ
ン
、ア
ル
フ
ァ

ベッ
ト（
グ
ー
グ
ル
の
持
ち
株
会
社
）で
、そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
か
ら
成
長
し
た
大
企
業
だ
。か
く
も
莫
大
な
富

を
短
期
間
で
作
り
上
げ
た
要
因
、た
と
え
ば
技
術
と
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、Ａ
Ｉ

を
ど
う
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、い
か
に
デ
ー
タ

を
集
め
て
ど
ん
な
使
い
方
を
す
る
の
か
、と
いっ
た
こ
と
は

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
近
く
に
い
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
活
用
す
る
に
し
て
も
、ビ
ッ
グ
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
動
き
を
知
る
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
技
術

を
手
に
入
れ
る
、ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
出
資
す
る

な
ど
多
面
的
な
活
用
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、ま
ず
は

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
置
き
、情
報
収
集
だ

け
で
な
く
、そ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
理
解
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。

　

上
手
く
い
っ
て
い
る
企
業
の
場
合
、ト
ッ
プ
が
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
重
要
性
を
理
解
し
、自
ら
頻
繁
に
現
地
に
足

を
運
ん
だ
り
、ト
ッ
プ
直
下
の
組
織
が
ス
ピ
ー
ド
と
裁
量

と
リ
ソ
ー
ス
を
持
っ
て
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
付
き
合
う
。

た
と
え
ば
、コ
マ
ツ
は
２
年
に
１
回
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
会

長
、社
長
、上
層
部
の
人
が
全
員
行
っ
て
、現
地
の
人
た

ち
か
ら
刺
激
的
な
話
を
聞
い
た
り
す
る
の
で
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が
あ
る
。た
だ
、そ
こ
ま
で
や
っ
て
い
る
日
本
企
業

は
非
常
に
少
な
い
。

—

ア
ッ
プ
ル
、ア
マ
ゾ
ン
、グ
ー
グ
ル
、フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
の
勢
い
を
見
て
い
る
と
、今
、ビ
ジ
ネ
ス

の
主
導
権
は
米
国
に
あ
る
と
も
言
え
ま
す
が
、日
本

企
業
は
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

米
国
の
製
造
業
は
１
９
８
０
年
代

に
日
本
と
の
競
争
に
負
け
た
側
面
が

あ
る
。そ
の
際
、淘
汰
さ
れ
ず
ア
ジ
ャ

ス
ト
し
た
企
業
だ
け
が
ま
だ
生
き
残

り
、新
し
い
付
加
価
値
の
形
を
追
い
求
め
た
新
興
企
業

が
現
在
の
米
国
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、今
の
日
本

—

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
革
命
と
は
何
か
、Ａ
Ｉ
と
の

関
連
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
は
、あ
る
問
題
を

解
く
と
き
の
定
型
化
さ
れ
た
手
順
の

こ
と
で
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
場
合
は
計

算
可
能
な
問
題
を
解
く
一
連
の
手

続
き（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
指
す
。私
が
言
う
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

革
命
と
は
、人
間
の
活
動
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
に
よ
っ
て
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー（
取
り
込
み
）し
、ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
ム（
変
形
）し
、リ
プ
レ
イ
ス（
置
き
換
え
）し
て
自

動
化
す
る
と
い
う
意
味
で
、ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
引
き
起
こ

す
人
間
活
動
の
革
命
を
指
す
。す
な
わ
ち
、そ
の
本
質

は
人
間
の
活
動
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
落
と
し
込
む
こ
と
で

自
動
化
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
は
こ
の
流
れ
の
中
に
入
っ
て
く
る
。Ａ
Ｉ
と
は
、音

声
、画
像
、デ
ー
タ
な
ど
か
ら
パ
タ
ー
ン
を
導
き
出
す
い
わ

ば
パ
タ
ー
ン
認
識
だ
。今
ま
で
人
間
の
活
動
は
、細
か
く
分

け
て
か
ら
完
全
に
理
解
し
な
い
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
で
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、Ａ

Ｉ（
パ
タ
ー
ン
認
識
）を
使
え
ば
因
果
関
係
が
分
か
ら
な

く
て
も
、デ
ー
タ
の
相
関
関
係
だ
け
で
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。つ
ま
り
、デ
ー
タ
か
ら
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
が
で
き
る
の
だ
。そ
の
結
果
、Ａ
Ｉ
の
進
化
に
よ
っ
て

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
革
命
が
加
速
し
て
お
り
、今
、人
間
の
活
動

で
し
か
で
き
な
い
こ
と
の
多
く
が
、近
い
将
来
、ど
ん
ど
ん

Ａ
Ｉ
の
進
化
で
加
速
す
る

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
革
命

スタンフォード大学
アジア太平洋研究所リサーチスカラー（博士）
Stanford Silicon Valley-New Japan Project
プロジェクトリーダー

櫛田 健児氏

加速する
アルゴリズム革命と
日本企業の課題

基 本 解 説
Bas i c  exp l ana t i on 1

　今、世界ではアルゴリズム革命が進行しており、この革命は今

後、AI（人工知能）によって加速する。この革命にうまく乗れるかどう

かが、今後のビジネスの成否を分ける−2016年9月に刊行された

『シリコンバレー発 アルゴリズム革命の衝撃』で、そんなメッセージ

を発信し、注目を集めたのがスタンフォード大学アジア太平洋研究

所リサーチスカラーの櫛田健児氏だ。その櫛田氏に、アルゴリズム

革命とは何か、そして今後、AIが発展し、ビジネスの革命的な変化

が予想される中で日本企業に求められるイノベーションやコラボレー

ションのあり方について聞いた。

2001年6月スタンフォード大学経済学部、東アジア研究学部卒業（学
士）、2003年6月同大学東アジア研究部修士課程修了、2010年8月
カリフォルニア大学バークレー校政治学部博士課程修了後、現職に
就く。ITのイノベーションやシリコンバレーの経済エコシステム、政治経
済、日本のITガラパゴス化現象などを中心に研究。著書に『シリコンバ
レー発　アルゴリズム革命の衝撃』（朝日新聞出版）、『バイカルチャー
と日本人　英語力プラスαを探る』（中公新書ラクレ）などがある。日本
とシリコンバレー双方の活用を促すStanford Silicon Valley – New 
Japan Projectのプロジェクトリーダー。
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日
本
企
業
に
不
可
欠
な

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
活
用

今
度
は
日
本
が
米
国
に

ア
ジ
ャ
ス
ト
す
る
番
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一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
は
、実
は
本
当
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

は
言
え
な
い
。グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
が
言
う
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
、今
、

日
本
で
言
う
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
は
桁
が
２
桁
以
上
違
う
。

本
当
の
意
味
で
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
の
は
、ア

マ
ゾ
ン
、グ
ー
グ
ル
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、日
本
で
集
め
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
ビ
ッ
グ
で

は
な
い
が
、日
本
だ
か
ら
集
め
や
す
い
も
の
は
多
い
の
で
、

そ
れ
を
フ
ル
に
活
用
す
べ
き
だ
ろ
う
。た
と
え
ば
、高
齢

化
、過
疎
化
は
圧
倒
的
に
進
ん
で
い
る
の
で
、こ
の
辺
り
の

デ
ー
タ
を
大
量
に
集
め
て
、そ
れ
を
フ
ル
活
用
す
べ
き
だ
。

　

そ
の
際
に
重
要
な
の
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
。

今
、情
報
の
蓄
積
能
力
と
処
理
能
力
と
い
う
の
は
希

少
な
リ
ソ
ー
ス
か
ら
豊
富
な
リ
ソ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の

で
、そ
れ
に
連
動
し
て
セ
ン
サ
ー
や
情
報
を
と
っ
て
蓄
積

す
る
の
も
非
常
に
安
く
な
っ
て
い
る
。な
の
で
、何
を
ど

う
い
う
ふ
う
に
測
る
か
は
、コ
ス
ト
で
は
な
く
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、日
米
の
航
空
会
社
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
比

較
す
る
と
、日
本
の
方
が
断
然
上
だ
。米
国
の
航
空
会
社

に
乗
る
前
の
晩
、私
は
熟
睡
で
き
な
い
が
、日
本
の
会
社

だ
と
熟
睡
で
き
る（
笑
）。し
か
し
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の

価
格
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
、価
格
競
争
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
わ
け
で
、明
ら
か
な
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
違
い

が
値
段
に
反
映
で
き
て
い
な
い
。そ
こ
で
セ
ン
サ
ー
を
織

り
込
ん
だ
衣
服
な
ど
を
使
っ
て
、飛
行
機
を
利
用
す
る

間
の
快
適
さ
や
ス
ト
レ
ス
の
度
合
い
な
ど
を
測
り
、そ
の

デ
ー
タ
を
持
続
的
に
集
め
て
分
析
し
数
値
化
す
れ
ば
、

付
加
価
値
を
示
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
れ
は
、

Ｉｏ
Ｔ
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
の
例
だ
が
、こ
こ
で
も
大
事

な
の
は
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
な
の
だ
。

　

今
ま
で
取
れ
て
な
か
っ
た
デ
ー
タ
か
ら
バ
リ
ュ
ー
を
見

出
す
と
い
う
こ
と
で
言
う
と
、高
齢
化
が
加
速
化
す
る
中

で
も
う
一
歩
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
考
え
れ
ば
、い
ろ
ん
な
測

り
方
で
い
ろ
ん
な
価
値
に
な
る
よ
う
な
デ
ー
タ
が
出
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
。日
本
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
は
世

界
か
ら
絶
賛
さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
う
し
た
高
齢
者
の
健

康
デ
ー
タ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
考
え
方
と
合
わ
せ
て
い

け
ば
新
し
い
付
加
価
値
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

—

健
康
デ
ー
タ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る

と
い
ろ
ん
な
産
業
が
活
用
で
き
ま
す
。そ
う
い
う

仕
組
み
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
発
想
し
、Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
い
け
ば
日
本
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
実
現
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
思
う
。た
だ
、日
本
は
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
の
は
上

手
だ
が
、フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
作
る
の
が
あ
ま
り
上
手
で
は
な

い
。ガ
ラ
ケ
ー
の
場
合
も
１
度
は
10
年
以
上
も
の
間
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
な
が
ら
、フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
作
れ
ず
に
競
争
に

敗
れ
た
。健
康
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
明
ら
か
に
バ

リ
ュ
ー
が
あ
る
の
で
、ビ
ジ
ネ
ス
的
な
戦
国
時
代
に
な
る
。

そ
こ
で
勝
ち
組
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
、ど
う
い
う
ふ
う
に
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
、ビ
ジ
ネ
ス
的
な
付
加
価
値
を

確
保
し
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
作
っ
て
い
く
か
だ
。

—

今
、求
め
ら
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
も
、技
術
力
だ
け
の
話
で
は
な
く
意
識
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。ビ
ジ
ネ
ス

の
変
化
が
激
し
く
進
ん
で
い
る
の
で
、い
か
に
早
く

意
識
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
か
で
す
ね
。

　

日
本
の
技
術
力
は
い
ろ
ん
な
領

域
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が
、そ
れ
を
バ

リ
ュ
ー
に
繋
げ
ら
れ
て
い
な
い
企
業
が

多
い
の
で
勝
負
所
は
技
術
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
、技
術
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
浸
透
す
る
か
は

技
術
の
特
性
で
決
ま
る
わ
け
で
は
な
く
、周
辺
の
い
ろ
ん

な
要
素
で
決
ま
る
。日
本
企
業
は
技
術
力
の
高
さ
は
素

晴
ら
し
い
が
、経
営
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現

で
き
て
い
な
い
の
で
、技
術
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
で
き
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　

私
が
一
番
好
き
な
、日
本
を
大
変
尊
敬
し
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
財
界
の
あ
る
偉
い
人
が
、「
１
９
６
０
年
代
以

降
の
日
本
の
急
成
長
は
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ミ
ラ
ク
ル
と
呼
ば

れ
た
が
、90
年
代
以
降
も
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ミ
ラ
ク
ル
が
あ

る
。日
本
人
を
こ
れ
だ
け
集
め
て
経
済
成
長
が
で
き
な

い
こ
と
だ
」と
言
っ
た
。日
本
が
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮

で
き
な
い
の
は
構
造
と
仕
組
み
が
邪
魔
し
て
い
る
か
ら

で
、今
後
、組
織
や
構
造
を
変
え
て
い
け
ば
こ
そ
日
本
人

の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
ア
ン
ロ
ッ
ク（
解
放
）で
き
る

だ
ろ
う
。

（
注
）Ｉ
Ａ
：Intelligence A

ugm
entation

知
能
強
化
、ま
た
はIntelligence 

A
m

plification

知
能
増
幅
。人
間
の
活
動
を
自
動
化
さ
せ
る
Ａ
Ｉ
の
思
想
と
は
異

な
り
、あ
く
ま
で
人
間
の
能
力
を
補
完
し
、増
幅
さ
せ
る
と
い
う
１
９
５
０
年
代
の
Ａ

Ｉ
研
究
初
期
の
頃
か
ら
の
開
発
思
想
。

の
大
企
業
の
仕
組
み
に
対
し
て
優
位
性
を
発
揮
し
て
い

る
米
国
企
業
が
多
い
の
は
全
然
不
思
議
な
話
で
は
な
い
。

　

周
知
の
通
り
、年
功
序
列
、終
身
雇
用
、社
内
Ｒ
＆
Ｄ
、

関
係
会
社
と
の
取
引
な
ど
、今
は
日
本
型
と
言
わ
れ
る

モ
デ
ル
は
実
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
70
年
代
ま
で
の
米
国

の
大
企
業
モ
デ
ル
の
経
営
な
の
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、80

年
代
の
米
国
の
大
不
況
と
同
時
に
、日
本
の
製
造
業
が
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
米
国
に
進
出
し
た
結
果
、当
時
の
優
良

な
大
企
業
の
多
く
が
淘
汰
さ
れ
た
。そ
こ
で
、生
き
残
っ

た
企
業
が
復
活
を
目
指
し
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
わ
け
だ
。外
部
か
ら
リ
ソ
ー
ス
を
取
り
込
ん
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
、終
身
雇
用
を
止
め
る
、ト
ッ

プ
も
外
か
ら
連
れ
て
く
る
な
ど
だ
。こ
れ
ら
は
す
べ
て
70

年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で
、90

年
代
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
が
牽
引
し
て
米
国
の
経
済
が

回
復
し
た
時
に
モ
デ
ル
と
し
て
非
常
に
強
力
に
な
っ
た
。

　

な
の
で
、今
度
は
日
本
が
米
国
に
ア
ジ
ャ
ス
ト
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。昔
か
ら
お
互
い
遠
い
と
こ
ろ
に
い
て
一
方
が

強
く
な
っ
た
と
い
う
話
で

は
な
く
、も
と
も
と
競
争

に
負
け
た
ほ
う
が
ア
ジ
ャ

ス
ト
し
て
い
る
の
で
、今

度
は
日
本
が
ア
ジ
ャ
ス
ト

す
る
番
な
の
だ
。今
後
、

ア
ジ
ャ
ス
ト
で
き
た
企
業

は
生
き
残
る
が
、で
き
な

か
っ
た
企
業
は
身
売
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
な
世
界
が
待
っ
て
い

る
と
思
う
。

—

今
後
、そ
う
い
っ
た
変
化
が
日
本
で
も
起
こ

り
得
る
と
考
え
る
と
非
常
に
心
配
で
す
。

　

日
本
は
、歴
史
的
な
統
計
で
み
る

と
面
白
い
の
だ
が
、国
土
が
世
界
の

０
・２
８
％
く
ら
い
し
か
な
い
。
人
口

は
世
界
と
比
較
し
て
多
か
っ
た
時
で
、

２
０
０
３
年
頃
に
世
界
の
２
％
く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
も
天
然
資
源
に
乏
し
い
。で
も
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
番
多

か
っ
た
時
で
世
界
の
10
％
だ
っ
た
。そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の

は
、付
加
価
値
が
高
い
仕
事
を
や
っ
て
い
た
か
ら
だ
。付

加
価
値
が
高
い
部
分
は
、も
の
づ
く
り
の
強
さ
だ
っ
た
り

組
織
力
の
強
さ
だ
っ
た
。（
も
ち
ろ
ん
、中
国
が
内
向
き
に

な
っ
て
い
た
り
、冷
戦
と
い
う
世
界
の
貿
易
情
勢
も
追
い

風
だ
っ
た
が
。）今
、世
界
で
付
加
価
値
が
一
番
高
い
と
こ

ろ
は
ど
こ
か
と
言
う
と
、時
価
総
額
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
保
有
で

一
番
高
い
と
こ
ろ
に
い
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
企
業
だ
。

な
の
で
、今
後
、付
加
価
値
が
高
い
と
こ
ろ
に
ア
ジ
ャ
ス
ト

し
て
い
か
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。い
か
に
付
加
価

値
を
つ
け
て
い
く
か
が
、こ
れ
か
ら
の
日
本
の
勝
負
所
だ
。

—

具
体
的
に
は
、そ
れ
は
ど
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
、高
い
付
加
価
値
が
出
せ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー

ム
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ど

う
向
き
合
っ
て
い
く
か
。た
と
え
ば
、日
本
の
メ
ー
カ
ー

各
社
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
繋
が
っ

て
い
な
い
。ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
の
場
合
、自
社
の
機
械

以
外
で
も
繋
が
る
よ
う
な
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

作
っ
て
い
て
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
必
然
的
に
同
社
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
う
。そ
れ
で
シ
ー
メ
ン
ス
の
機
械

も
売
れ
る
し
、シ
ー
メ
ン
ス
の
役
割
も
持
続
的
に
な
る
。

こ
れ
が
よ
く
言
わ
れ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４・０
の
根
底

に
あ
る
考
え
方
だ
。

　

日
本
の
場
合
、付
加
価
値
を
上
げ
る
に
は
品
質
や
ス

ペッ
ク
を
上
げ
て
、よ
り
高
い
値
段
で
売
ろ
う
と
い
う
発
想

に
な
る
。だ
が
、付
加
価
値
と
い
う
の
は
相
手
に
と
っ
て
の

価
値
な
の
で
、よ
り
高
度
な
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
が
付

加
価
値
と
は
限
ら
な
い
。相
手
が
困
っ
て
い
る
の
は
、ス
ペッ

ク
が
低
い
か
ら
で
は
な
く
使
い
勝
手
が
悪
い
か
ら
と
い
う

場
合
は
、ス
ペ
ッ
ク
が
低
く
て
も
使
い
勝
手
が
い
い
も
の
の

ほ
う
が
付
加
価
値
が
高
い
わ
け
だ
。ス
ペ
ッ
ク
が
ミ
デ
ィ

ア
ム
や
ロ
ー
エ
ン
ド
で
あ
っ
て
も
、売
れ
る
も
の
の
数
を
非

常
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、あ
る
い
は
ユ
ー
ザ
ー
が

本
当
に
困
っ
て
い
る
こ
と
を
解
決
で
き
れ
ば
、そ
れ
は
付

加
価
値
な
の
だ
。そ
う
考
え
る
と
よ
く
日
本
で
言
わ
れ

る
オ
ー
バ
ー
ス
ペッ
ク
の
も
の
は
誰
も
評
価
し
な
い
。

—

た
と
え
ば
、日
本
に
あ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
Ａ

Ｉ
と
結
び
つ
け
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活
用

し
て
い
く
と
い
っ
た
こ
と
は
有
効
で
し
ょ
う
か
。

付
加
価
値
と
は

相
手
に
と
っ
て
の
価
値

デ
ー
タ
活
用
の
カ
ギ
は

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ

勝
負
所
は
技
術
で
は
な
く

組
織
や
構
造
の
変
革
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—

第
４
次
産
業
革
命
と
は
何
か
。

具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

第
４
次
産
業
革
命
は「
製

造
業
」革
命
で
は
な
い
。デ
ジ

タ
ル
、す
な
わ
ち
Ｉ
Ｔ
＋
Ｉ
ｏ

Ｔ
に
よ
っ
て
製
造
業
と
非
製
造
業
と
の
境

目
が
な
く
な
る
こ
と
が
そ
の
本
質
だ
。こ

れ
に
よ
り
、業
界
の
垣
根
を
超
え
る〝
越

境
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
〟が
常
態
化
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

具
体
例
で
言
う
と
、「
モ
ノ
か
ら
サ
ー
ビ

ス
へ
」の
事
例
と
し
て
ダ
イ
ム
ラ
ー
の
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス「car2go

」が
あ

る
。カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、か
つ
て
自
動
車

会
社
に
と
っ
て
目
の
敵
だ
っ
た
。ク
ル
マ
の

販
売
台
数
が
減
少
す
る
た
め
だ
が
、ダ
イ

ム
ラ
ー
に
は
先
見
の
明
が
あ
っ
た
。１
台
い

く
ら
で
売
る
の
で
は
な
く
、移
動
し
た
距

離
に
対
し
て
課
金
す
れ
ば
問
題
な
い
こ
と

に
い
ち
早
く
気
づ
い
て
、２
０
０
８
年
か
ら

欧
州
や
北
米
の
都
市
部
で
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
た
。

　

一
方
、「
サ
ー
ビ
ス
か
ら
モ
ノ
へ
」の
事
例

で
は「A

m
azon D

ash

」が
あ
る
。ア
マ

ゾ
ン
が
開
発
し
た
Ｉｏ
Ｔ
機
器A

m
azon 

D
ash

ボ
タ
ン
を
使
用
す
る
ネ
ッ
ト
注
文

サ
ー
ビ
ス
だ
。例
え
ば
、洗
剤
用
の
ボ
タ
ン

を
洗
濯
機
に
貼
り
付
け
て
お
き
、洗
剤
が

な
く
な
っ
た
ら
押
す
と
翌
日
に
は
洗
剤
が

届
く
と
い
う
仕
組
み
だ
。で
は
、こ
の
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
何
が
起
き
る
か
。小
売
業
、

流
通
業
、広
告
業
が
す
べ
て
中
抜
き
さ
れ

て
し
ま
う
の
だ
。ま
さ
に
越
境
バ
ト
ル
ロ
イ

ヤ
ル
の
起
点
と
な
る
の
が
、こ
の
ボ
タ
ン
と

言
う
わ
け
だ
。

　

こ
う
し
た
越
境
バ
ト
ル
が
社
会
の
様
々

な
領
域
で
始
ま
っ
て
い
る
。経
営
者
の
立

場
か
ら
見
る
と
、こ
れ
ま
で
競
合
先
だ
と

思
っ
て
い
た
企
業
と
は
全
然
違
う
と
こ
ろ
か

ら
競
合
相
手
が
現
れ
た
り
、競
合
先
が
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
仕
掛
け
て
く
る
。

そ
う
し
た
大
き
な
流
れ
こ
そ
が
第
４
次

産
業
革
命
な
の
だ
。

—

日
本
企
業
の
第
４
次
産
業
革
命

へ
の
対
応
を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　

残
念
な
が
ら
遅
れ
て
い

る
。正
確
に
言
え
ば
、第
４

次
産
業
革
命
を
正
し
く
認

識
し
て
い
な
い
。そ
の
理
由
は
、逆
説
的
だ

が
、社
員
の
優
秀
さ
に
あ
る
。日
本
人
は

極
め
て
優
秀
か
つ
勤
勉
で
あ
り
、長
時
間

労
働
も
厭
わ
ず
、勤
続
年
数
も
長
い
の
で

業
務
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。だ
か
ら
、デ
ジ

タ
ル
よ
り
も「
現
場
の
ガ
ン
バ
リ
」に
依
存

し
た
、昔
な
が
ら
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
続
け

て
い
て
も
回
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。日
本
企
業

の
経
営
者
は
過
去
半
世
紀
以
上
、そ
う
し

た
経
営
を
続
け
て
き
た
た
め
、第
４
次
産

業
革
命
を
あ
ま
り
深
刻
に
感
じ
て
い
な
い
。

こ
れ
が
最
大
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
だ
。

　

海
外
の
企
業
で
は
こ
う
し
た
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。人
に
依
存
し
た
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
回
ら
な
い
の
で
、Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
仕
組
み
化
す
る
か

ら
だ
。日
本
企
業
も
海
外
拠
点
で
は
こ
う

し
た
Ｉ
Ｔ
投
資
を
進
め
て
い
る
が
、国
内

は
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。１
９
９
０
年

以
降
の
先
進
主
要
７
カ
国
の
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
伸
び
だ
。１
９
９
０
年
を
１
と
し
て

２
０
１
７
年
の
伸
び
率
を
見
る
と
、日
本
は

１・２
倍
と
７
カ
国
中
で
最
低
な
の
だ
。米

国
は
３・２
倍
、日
本
に
次
い
で
低
い
フ
ラ
ン

ス
で
も
２・２
倍
だ（
図
表
１
）。２
０
０
０
年

比
で
見
て
も
、日
本
は
１・０
４
倍
と
ほ
と
ん

ど
ゼ
ロ
成
長
で
あ
る
の
に
対
し
て
、他
の
６
カ

国
は
１・３
７
〜
１・９
３
倍
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
違
い
を
生
ん
だ
要
因
の
ひ
と
つ
が
デ
ジ

タ
ル
投
資
の
差
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

—

デ
ジ
タ
ル
投
資
を
進
め
る
た
め

に
必
要
な
認
識
と
は
。

　

２
つ
あ
る
。１
つ
は
デ
ジ

タ
ル
活
用
を
考
え
る
た
め

の「
十
字
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

（
図
表
２
）」だ
。従
来
か
ら
の
企
業
の
競

争
軸
を
タ
テ
軸
に
、デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
新
た

な
競
争
軸
を
ヨ
コ
軸
に
し
た
考
え
方
で
、

左
上
が
企
業
が
従
来
提
供
し
て
い
る
製

品
・サ
ー
ビ
ス
、左
下
が
そ
れ
ら
を
裏
付
け

て
い
る
企
業
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ（
組
織
的

能
力
）を
示
し
て
い
る
。ポ
イ
ン
ト
は
右
上

で
、従
来
持
っ
て
い
る
能
力
と
デ
ジ
タ
ル
能

力
と
の
掛
け
算
で「
顧
客
の
真
の
欲
求
」

に
応
え
る
こ
と
だ
。そ
の
た
め
の
裏
付
け

と
な
る
の
が
、右
下
の
Ｉｏ
Ｐ（Internet 

of Processes

：
注
）で
、こ
れ
は
デ
ジ
タ

ル
を
介
し
て
組
み
合
わ
せ
る
ケ
イ
パ
ビ
リ

テ
ィ
を
意
味
し
て
い
る
。

　

日
本
企
業
の
場
合
、特
に
製
造
業
の

タ
テ
軸
は
非
常
に
強
い
。い
っ
ぽ
う
、ヨ
コ

軸
は
弱
い
。そ
こ
で
タ
テ
軸
で
は
日
本
企

業
に
勝
て
な
い
海
外
企
業
は
、ヨ
コ
軸
と

の「
合
わ
せ
技
」で
日
本
に
勝
と
う
と
し

て
い
る
わ
け
だ
。タ
テ
軸
を
い
く
ら
伸
ば

し
て
も
ヨ
コ
軸
に
は
な
ら
な
い
。裏
返
せ

ば
、も
と
も
と
タ
テ
軸
で
優
位
に
あ
る
日

本
企
業
が
、ヨ
コ
軸
と
の
合
わ
せ
技
を
体

得
す
れ
ば
、再
び
海
外
企
業
に
勝
つ
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

２
つ
目
は
、デ
ジ
タ
ル（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）

と
フ
ィ
ジ
カ
ル（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
）の
本
質
的

な
違
い
で
あ
る
コ
ス
ト
構
造
を
認
識
す
る

こ
と
だ
。フ
ィ
ジ
カ
ル
な
も
の
は
１
個
作
る

ご
と
に
必
ず
製
造
原
価
が
発
生
す
る
の

に
対
し
て
、デ
ジ
タ
ル
の
場
合
、最
初
の
１

個
を
作
る
の
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
２

個
目
か
ら
は
コ
ピ
ー
で
き
る
の
で
ゼ
ロ
で

済
む
。だ
か
ら
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
自
社
で

作
る
べ
き
で
は
な
い
。可
能
な
限
り
誰
か

が
作
っ
た
も
の
を
流
用
・
再
利
用
す
る
か
、

誰
か
が
作
っ
た
も
の
に
相
乗
り
す
る
こ
と

だ
。さ
も
な
い
と
、デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
受

け
損
ね
て
し
ま
う
。

　

ま
と
め
る
と
、フ
ィ
ジ
カ
ル
と
デ
ジ
タ
ル

の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
。そ
の
上
で
フ
ィ

ジ
カ
ル
の
勝
ち
方
と
デ
ジ
タ
ル
の
勝
ち
方

は
違
う
の
で
、デ
ジ
タ
ル
で
の
勝
ち
方
を
学

ぶ
こ
と
。同
時
に
長
時
間
労
働
に
頼
っ
た

仕
組
み
を
止
め
る
こ
と
。こ
の
３
つ
が
第
４

次
産
業
革
命
下
の
日
本
企
業
に
求
め
ら

れ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
だ
ろ
う
。

（
注
）Ｉ
ｏ
Ｐ
：
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
と
、生
産
、販
売
、保
守

な
ど
企
業
が
持
つ
業
務
プ
ロ
セ
ス
、さ
ら
に
は
社
外
の
顧
客
や
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
と
を
連
携
さ
せ
て「
儲
け
る
仕
組
み
」を
構
築
す
る
と
い

う
Ｓ
Ａ
Ｐ
独
自
の
概
念
。

IoT、クラウド、インメモリーコンピューティングなどを利活用した顧客お

よびパートナーとの共同イノベーション事業開発に関わる。海外事例

にも精通。講演・執筆など多数。米国ライス大学にてMBA取得。

SOICH IRO MURATA

〝
越
境
バ
ト
ル
ロ
イ
ヤ
ル
〟

が
常
態
化
す
る

社
員
の
優
秀
さ
が

対
応
の
遅
れ
の
原
因

3.5
アメリカ 3.2
カナダ 3.1
イギリス 3.0
ドイツ 2.5
イタリア 2.4
フランス 2.2

日本 1.2

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0
1990 1995 2000 2005 2010 2015 2017（年）

各国経済統計を基にSAP作成、2017年は10月時点での推計値

（倍）

（図表1）先進主要7ヵ国の名目GDPの伸び（1990年を1.0とした場合）

デジタルによる
新たな競争軸
（4.0）IoP

（デジタルを介して
組み合わせる
Capability）

従来の
Capability

従来提供している
製品・サービス

顧客の
真の欲求

従来の競争軸（3.0）

（図表2）デジタル活用を考える「十字フレームワーク」

基 本 解 説
Bas i c  exp l ana t i on

デジタル（IT+IoT）が
引き起こす
第4次産業革命に
どう立ち向かうか

I N T E R V I E W

SAPジャパン株式会社
インダストリークラウド事業統括本部　IoT/IR4　ディレクター

村田 聡一郎氏

2

日
本
企
業
に
求
め
ら
れ
る

２
つ
の
認
識

1972年創業のドイツのビジネスソフトウェア会社。特に大企
業向けのエンタープライズソフトウェア市場においては圧倒的
なシェアを有し、企業の基幹システムであるERP（Enterprise 
Resource Planning）分野においては世界一。時価総額約
13.3兆円（2018年4月現在）はドイツ最大。ユーザー企業数
約38万社。
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—

今
、自
動
車
産
業
で
進
行
し
て

い
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
化
と
は
何
な
の
で
し
ょ

う
か
。

　

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
と
は
、

C
o

n
n

e
c

te
d

（
つ
な
が

る
）
、A

u
to

n
o

m
o

u
s

（
自
動
運
転
）、Sh

ared

（
共
有
化
）、

E
lectrification

（
電
動
化
）を
意
味
す

る
言
葉
だ
。ま
ずC

onnected

は
、こ
れ

か
ら
の
車
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ

て
い
る
状
態
が
標
準
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

た
だ
、Connected

化
自
体
が
自
動
車

メ
ー
カ
ー
や
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
に
ど
う
利

益
を
も
た
ら
す
か
は
、ま
だ
は
っ
き
り
と

は
し
て
い
な
い
。次
にA

utonom
ous

だ

が
、自
動
運
転
の
技
術
は
進
歩
し
て
お

り
、レ
ベ
ル
４（
ド
ラ
イ
バ
ー
レ
ス
運
転
）の

車
は
２
０
２
０
年
代
初
め
に
は
登
場
し
、

２
０
３
０
年
頃
に
は
あ
る
程
度
の
規
模
の

量
産
も
可
能
に
な
る
見
込
み
だ
。そ
し

て
、Shared

は
都
市
部
や
タ
ク
シ
ー
も
な

い
地
域
な
ど
限
定
的
な
条
件
下
で
は
商

業
サ
ー
ビ
ス
が
成
立
す
る
と
思
う
。最
後

にElectrification
に
つ
い
て
は
、ト
ヨ
タ
は

２
０
５
０
年
ま
で
に
エ
ン
ジ
ン
だ
け
で
走
る

車
を
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を
掲
げ
、英
仏
政
府

も
２
０
４
０
年
以
降
の
ガ
ソ
リ
ン・デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
国
内
販
売
禁
止
を
発
表
す
る
な

ど
、全
体
的
に
Ｅ
Ｖ
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
化
は
、こ
れ
ま
で
約
１
０
０
年

間
続
い
た
自
動
車
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
壊
す
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。各
要
素
が
将
来
に
与
え
る
影
響
は
か

ね
て
よ
り
語
ら
れ
て
い
た
が
、こ
の
５
年
く

ら
い
の
間
に
、「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
は
そ
れ
ぞ
れ
相

性
が
よ
い
の
で
、掛
け
算
的
に
進
展
し
て
い

く
と
巨
大
竜
巻
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
」

と
か「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
頂
点
と
す
る

自
動
車
産
業
の
生
態
系
が
変
わ
る
」と
か

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

—

具
体
的
に
は
、垂
直
統
合
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
型
か
ら
水
平
分
業
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
型
へ
転
換
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
場
合
、自
動
車
産
業
の

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
プ
ー
ル（
利
益
の
出
る
場

所
）は
一
変
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
通
り
だ
。そ
も
そ
も
、な
ぜ
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
生
態
系
の
頂
点
に
立
て
た

か
と
言
う
と
、技
術
的
に
も
投
資
面
で
も

エ
ン
ジ
ン
を
作
る
の
が
一
番
難
し
か
っ
た

か
ら
だ
。だ
が
、電
動
化
に
よ
っ
て
エ
ン
ジ

ン
単
体
の
価
値
は
減
り
続
け
て
い
く
。す

る
と
新
し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
次
々
と
参
入

し
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

一
部
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る（
図
表
）。

　

収
益
力
の
源
泉
が
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
力

か
ら
快
適
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
力
へ

と
変
化
す
る
と
、サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

や
コ
ア
技
術
を
持
つ
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
収
益

力
が
大
き
く
な
る
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
も

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
企
業
か
ら「
こ
の
ス

ペ
ッ
ク
で
車
を
10
万
台
作
っ
て
欲
し
い
」と

言
わ
れ
た
ら
、自
分
で
支
配
的
に
価
格
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。そ
う
な

ら
な
い
よ
う
に
と
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
各

社
は
自
ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
転
換
し
よ

う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
。

—

日
本
の
自
動
車
産
業
の
競
争
力

を
ど
う
見
て
い
ま
す
か
。

　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
現

場
で
は
、２
０
１
０
年
代
半

ば
ま
で
は
、海
外
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
か
ら「
い
か
に
燃
費
の
よ
い
車
を

作
る
か
」「
い
か
に
早
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
適

合
す
る
車
を
作
る
か
」と
い
っ
た
質
問
を

受
け
た
。明
ら
か
に
日
本
車
を
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
と
し
て
意
識
し
て
い
た
か
ら
だ
。と
こ

ろ
が
、２
０
１
０
年
代
の
あ
る
時
期
か
ら

は
日
本
メ
ー
カ
ー
に
あ
ま
り
関
心
を
持
た

れ
な
く
な
り
、ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
対
象
と
し

て
劣
後
し
た
と
感
じ
る
。モ
ビ
リ
テ
ィ
や

電
動
化
と
い
う
点
で
は
、残
念
な
が
ら
日

本
メ
ー
カ
ー
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
の
対

象
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
は
政
策
的
な
理
由
も
あ
っ
て
、日

本
政
府
は
自
動
運
転
を
推
奨
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
く
、車
載
用
蓄
電
池
の
開
発
に

巨
額
の
資
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
わ
け
で
も

な
い
。世
界
的
な
競
争
環
境
と
い
う
観
点
か

ら
見
る
と
、日
本
は
必
ず
し
も
先
端
技
術
や

先
端
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

は
な
い
。し
か
し
、自
国
市
場
で
強
く
な
け

れ
ば
他
国
市
場
で
も
強
く
は
な
れ
な
い
。

難
し
い
状
況
で
あ
り
、懸
念
し
て
い
る
。

—

そ
う
し
た
中
で
、日
本
の
自
動
車

産
業
が
世
界
で
勝
ち
残
る
た
め
に〝
ま

ず
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
〟は

何
で
し
ょ
う
か
。

　

一
般
的
に
言
う
と
、伝
統

的
日
本
企
業
の
経
営
の
仕

方
は
ま
だ
昭
和
の
ま
ま
だ
。

紙
が
多
く
、物
事
が
下
か
ら
上
へ
上
が
っ
て

い
く
。特
に
、経
営
上
層
部
の
意
思
決
定

の
仕
方
を
変
え
な
い
と
ま
ず
い
と
思
う
こ

と
が
多
い
。ト
ッ
プ
層
に
は
、も
う
少
し
状

況
が
分
か
ら
な
い
と
意
思
決
定
が
で
き
な

い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
が
、そ
う
し
て
い

る
間
に
海
外
勢
は
先
に
行
っ
て
し
ま
う
。

　

自
動
車
産
業
に
つ
い
て
言
え
ば
、〝
や
っ

て
み
て
学
ぶ
〟と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
も
っ
と

早
く
実
行
し
た
方
が
い
い
。日
本
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
個
々
の
技
術
や
Ｒ
＆
Ｄ
が
海

外
勢
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
が
、

そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
ど
う
使
う
の
か
。

メ
ー
カ
ー
か
ら
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
が
必

要
だ
が
、従
来
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
め
よ
う
と

す
る
と
遅
れ
を
取
る
こ
と
に
な
る
。技
術

の
場
合
は
人
命
に
関
わ
る
の
で
無
理
だ
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
場
合
は
ま
だ
勝
利
の
方

程
式
が
な
い
の
で
、や
っ
て
み
る
し
か
な
い
。

し
か
も
、自
社
の
み
で
は
な
く
、Ｔ
ｉｅｒ
１

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

な
ど
と
う
ま
く
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
す
る
仕
方

を
学
ば
な
い
と
い
け
な
い
。

　

い
わ
ば
、〝
握
手
を
し
な
が
ら
殴
り
合

う
〟イ
メ
ー
ジ
だ
。握
手
を
し
た
ら
仲
間
だ

と
思
う
の
が
日
本
人
だ
が
、そ
れ
で
は
ダ

メ
で
、握
手
を
し
な
が
ら
殴
り
合
う
よ
う

な
関
係
に
な
っ
て
い
か
な
い
と
、本
当
の
意

味
で
勝
て
る
コ
ラ
ボ
に
は
な
ら
な
い
。そ
し

て
、コ
ラ
ボ
で
難
し
い
の
は
、待
っ
て
い
る
う

ち
に
連
携
先
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

つ
ま
り
、先
に〝
結
婚
〟さ
れ
て
し
ま
い
、今

さ
ら
言
っ
て
も
遅
い
と
言
わ
れ
る
の
だ
。そ

の
意
味
で
も
、〝
や
っ
て
み
て
学
ぶ
〟プ
ロ
セ

ス
を
も
っ
と
早
く
実
行
す
る
こ
と
が
重
要

だ
。挑
戦
し
な
か
っ
た
リ
ス
ク
は
誰
か
ら
も

詰
問
さ
れ
な
い
が
、そ
れ
で
は
勝
て
な
い
。

ま
ず
、そ
こ
を
変
え
る
こ
と
だ
。

東京大学経済学部卒業。ニューヨーク大学スターンスクールMBA

修了。パルコ、日本総合研究所、米系および欧州系コンサルティング

ファームを経て、2013年4月A.T. カーニー入社。2014年1月より

現職。著書に『マーケティングマインドのみがき方』『コンサルティング

の極意』（共に東洋経済新報社）がある。
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Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
化
で
自
動
車
産
業
の

生
態
系
が
変
わ
る

技術進化
● 電動化
● 自動運転化
● Connected化

消費者の価値観変化
● Sharing Economy
（所有→利用）

パーソナル
モビリティーの
知能化・サービス化

業界のプロフィットプールは、自動車メーカー
からサービスプロバイダーやコア技術を持つ
プレイヤーにシフト
● 車両ハードウェアは付加価値が低下、自動車メー

カーが持つコア技術が減少
● 顧客接点はサービスプロバイダーが所有
● 構造もピラミッドからエコシステムへ

自動車メーカーが
産業ピラミッドの頂点

Tier1
コア技術は、

自動車メーカーが所有
（内燃機関）

Tier2
顧客接点は

自動車メーカーが
専売チャネルで所有

将　来今 ま で

業界の変革要素

自動車メーカー

モビリティー
（例 Uber）

サービス
（例 Car2go）

Connected技術
（例 Redbend）

AI関連 ハード
（例 Velodyne）

AI関連 ソフト
（例 Google）

Tier1
（例 Bosch）

通信・クラウドインフラ
（例 KDDI、Microsoft）

自動車メーカー
付加価値は

商品コンセプトとハードウェアの性能
（＝コアビジネス）

（図表）CASE化による自動車業界構造の変化

基 本 解 説
Bas i c  exp l ana t i on

自動車産業の
未来像
−CASE化のインパクトへの対応−

I N T E R V I E W

A.T. カーニー株式会社
日本代表

岸田 雅裕氏

3

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
対
象
と
し
て

劣
後
し
た
日
本

〝
や
っ
て
み
て
学
ぶ
〟

〝
握
手
を
し
な
が
ら
殴
り
合
う
〟

1926年、米国シカゴで創立された経営コンサルティングファー
ム。全世界40カ国61拠点に約3600名のグローバルネットワー
クを擁する。高度な専門性、目に見える成果の実現、顧客企業
との密接な協働作業を最大の強みとし、戦略からオペレーショ
ン、ITに至るまで一貫した高品質のサービスを提供している。

A.T .  カーニー／会社概要
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—

記
者
会
見
後
の
反
響
か
ら
。

　

地
方
自
治
体
や
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
、講
演
依
頼
な
ど
を
含
め
て
、毎
日
の
よ

う
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。今
後
の
動
き

を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
は
私
自
身
が
直
接

語
り
か
け
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
の
で
、

水
素
Ｓ
Ｔ
整
備
に
資
す
る
講
演
依
頼
に
は

積
極
的
に
出
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

—

Ｊ
Ｈ
ｙ
Ｍ
設
立
の
経
緯
を
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に
経
済
産
業
省
の
水

素
・
燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂

版
が
出
さ
れ
て
、水
素
Ｓ
Ｔ
を
２
０
２
０
年

度
ま
で
に
１
６
０
カ
所
、２
０
２
５
年
度
ま

で
に
３
２
０
カ
所
整
備
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
い
う
官
民
目
標
が
提
示
さ
れ
た
。そ

こ
で
、水
素
Ｓ
Ｔ
整
備
の
加
速
と
一
層
の

安
定
的
な
事
業
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、

11
社
で
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
協
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、当

初
、11
社
は
総
論
賛
成
で
も
各
論
の
事
業

ス
キ
ー
ム
に
関
す
る
合
意
形
成
を
得
て
い

く
に
は
各
種
の
ハ
ー
ド
ル
が
想
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
、そ
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
力
・ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
力
の
観
点
か

ら
推
進
役
と
し
て
事
務
局
に
な
っ
て
も
ら
っ

た
。こ
う
し
て
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
イ
ン
フ

ラ
事
業
者
と
い
っ
た
各
社
の
立
場
の
違
い

を
乗
り
越
え
て
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
体
制
が
構
築
さ
れ
た
。

２
０
１
７
年
５
月
に
水
素
Ｓ
Ｔ
の
本
格
整

備
に
向
け
た
協
業
の
検
討
に
関
す
る
覚
書

を
締
結
し
た
後
、毎
週
会
議
を
重
ね
、細

か
い
制
度
設
計
を
す
る
た
め
熱
い
議
論
を

し
て
き
た
。海
外
に
も
同
様
の
水
素
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
は
あ
る
が
、今
回
の
金
融
投
資

家
も
参
画
す
る
ス
キ
ー
ム
は
世
界
初
の
取

り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

—

事
業
内
容
に
つ
い
て
。

　

主
に
２
つ
あ
る
。ま
ず
、戦
略
的
な
水
素

Ｓ
Ｔ
整
備
だ
。水
素
・
燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
官
民
目
標
を
踏
ま
え
、事
業
期

間
を
10
年
と
想
定
し
、第
１
期
と
し
て
ま

ず
２
０
２
１
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
80
カ

所
の
水
素
Ｓ
Ｔ
整
備
が
目
標
で
あ
り
、そ

の
後
も
さ
ら
な
る
拡
張
を
目
指
す
。具
体

的
に
は
、Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
初
期
に
お
い
て
、

効
果
的
・
効
率
的
に
Ｆ
Ｃ
Ｖ
需
要
の
創
出

を
図
る
水
素
Ｓ
Ｔ
の
戦
略
的
配
置
等
が
必

要
と
な
る
た
め
、独
自
に「
水
素
Ｓ
Ｔ
整
備

方
針
」を
策
定
。日
本
全
国
で
多
く
の
ユ
ー

ザ
ー
が
Ｆ
Ｃ
Ｖ
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
。ま
た
、着
実
な
水
素
Ｓ
Ｔ
の

整
備
目
標
達
成
の
た
め
に
、広
く
Ｊ
Ｈｙ
Ｍ

へ
の
水
素
Ｓ
Ｔ
事
業
者
の
新
規
参
画
を

募
っ
て
い
く
。

　

次
に
、効
率
的
な
水
素
Ｓ
Ｔ
運
営
へ
の
貢

献
だ
。規
制
の
見
直
し
、機
器
の
標
準
化

な
ど
を
通
じ
て
水
素
Ｓ
Ｔ
投
資
額
、運
営

費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
。ま
た
、Ｆ
Ｃ
Ｖ

普
及
に
応
じ
た
営
業
日
、営
業
時
間
の
拡

大
な
ど
の
お
客
さ
ま
利
便
性
向
上
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。こ
れ
ら
を
通
じ
て
水
素
Ｓ

Ｔ
事
業
の
自
立
化
を
目
指
し
て
い
く
。

—

80
カ
所
の
整
備
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
は
。

　

整
備
地
域
に
関
し
て
は
、水
素
Ｓ
Ｔ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
、点
を
線
に
伸
ば
し
、線
を
面

に
広
げ
て
い
く
。現
在
、水
素
Ｓ
Ｔ
は
、首

都
圏
、近
畿
圏
、中
京
圏
、福
岡
・
北
九
州

圏
の
４
大
都
市
圏
を
中
心
に
整
備
が
進
ん

で
い
る
。今
後
は
、そ
れ
ら
を
結
ぶ
地
域
、

更
に
は
47
都
道
府
県
へ
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
る
。全
国
展
開
に
つ
い
て
は
、な
る
べ

く
早
い
段
階
で
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、地
域
の
広
が
り
と
ユ
ー
ザ
ー
利
便
性
の

両
面
を
睨
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
な
る
。

—

水
素
Ｓ
Ｔ
の
自
立
化
に
は
運
営
コ

ス
ト
の
劇
的
な
削
減
が
不
可
欠
で
す
。

　

運
営
コ
ス
ト
の
中
で
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
要

素
の
一
つ
は
人
件
費
だ
。水
素
Ｓ
Ｔ
に
は
、高

圧
ガ
ス
販
売
主
任
者
の
資
格
を
持
っ
た
人
を

含
め
２
〜
３
人
必
要
だ
。１
人
当
た
り
の
年

間
人
件
費
を
５
０
０
万
円
と
し
て
３
人
で

年
間
１
５
０
０
万
円
。運
営
コ
ス
ト
全
体
が

約
４
５
０
０
万
円
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、そ

の
う
ち
の
１
／
３
も
占
め
る
。こ
う
し
た
人

件
費
削
減
に
つ
い
て
も
、国
に
働
き
か
け
て

規
制
見
直
し
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　

海
外
の
水
素
Ｓ
Ｔ
で
は
セ
ル
フ
方
式
の
充

填
が
認
め
ら
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。日
本
で

は
、国
の
事
情
も
あ
り
、セ
ル
フ
方
式
の
導
入

は
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。だ
が
、１
つ
規
制
が
変
わ
る
と
、例
え
ば

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
地
モ
ニ
タ
ー
リ
ン

グ・シ
ス
テ
ム
の
発
達
や
、さ
ら
な
る
技
術
発

展
の
可
能
性
も
あ
る
。規
制
見
直
し
と
技

術
革
新
に
よ
っ
て
、よ
り
効
率
的
な
運
営
が

で
き
た
ら
と
、私
た
ち
は
思
い
描
い
て
い
る
。

—

Ｊ
Ｈｙ
Ｍ
の
設
立
に
お
け
る
Ｄ
Ｂ
Ｊ

の
役
割
を
ど
う
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
違
う
各
社
の
メ
ン

バ
ー
と
向
き
合
い
、こ
の
ス
キ
ー
ム
を
ま
と

め
て
頂
い
た
。自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
イ
ン
フ

ラ
事
業
者
は
立
場
が
違
う
し
、そ
も
そ
も

同
業
界
の
な
か
で
も
必
ず
し
も
一
枚
岩
で

は
な
い
。ま
た
、そ
の
後
の
金
融
投
資
家
の

更
な
る
招
聘
も
視
野
に
入
れ
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
が
求
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。２
年
間
、各
々
立
場
が

異
な
る
メ
ン
バ
ー
を
取
り
ま
と
め
て
頂
い
た

と
い
う
点
、そ
し
て
複
雑
な
事
業
ス
キ
ー
ム

を
作
り
上
げ
る
た
め
に
、競
争
法
対
応
の

観
点
も
含
め
、サ
ポ
ー
ト
・
助
言
を
頂
き
、

会
議
全
体
を
リ
ー
ド
し
て
頂
い
た
と
い
っ

た
点
に
敬
意
を
表
し
た
い
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
い
な

か
っ
た
ら
新
会
社
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
だ

ろ
う
と
率
直
に
思
う
。

日本水素ステーションネットワーク
合同会社を設立
11社協業により水素ステーションの整備を加速

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
11
社
は
２
月
20
日
、燃
料
電
池
自
動
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）向
け
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
本
格
整

備
を
目
的
と
し
た「
日
本
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
合
同
会
社
」（Japan H

2  M
obility

、以
下「
Ｊ
Ｈ

ｙ
Ｍ
」ジ
ェ
イ
ハ
イ
ム
）を
設
立
、３
月
５
日
に
記
者
会
見
を
行
っ
た
。新
会
社
設
立
に
参
加
し
た
11
社
は
、ト
ヨ
タ

自
動
車
、日
産
自
動
車
、ホ
ン
ダ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
３
社
と
、Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、出
光
興
産
、岩
谷
産
業
、

東
京
ガ
ス
、東
邦
ガ
ス
、日
本
エ
ア・
リ
キ
ー
ド
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
６
社
、さ
ら
に
豊
田
通
商
、日
本
政
策
投
資

銀
行
の
金
融
投
資
家
等
２
社
。Ｊ
Ｈ
ｙ
Ｍ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー・
水
素
等
関
係
閣
僚
会
議「
水
素
基
本
戦
略
」

（
２
０
１
７
年
12
月
26
日
付
）に
お
い
て
、水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
、水
素
Ｓ
Ｔ
）整
備
の
推
進
役
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。11
社
は
政
府
の
方
針
と
連
動
す
る
形
で
、モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
に
お
け
る
水
素
や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
有
効

性
を
認
識
し
、個
社
の
垣
根
を
越
え
結
集
し
た
。そ
の
後
、Ｊ
Ｈ
ｙ
Ｍ
の
将
来
的
な
可
能
性
に
着
目
し
た
金
融

投
資
家
等
５
社
を
招
聘
し
、よ
り
堅
固
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成
に
至
っ
て
い
る
。Ｊ
Ｈ
ｙ
Ｍ
設
立
の
経
緯
や
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
、同
社
社
長
の
菅
原
英
喜
氏
に
聞
い
た
。

3月5日、日本水素ステーションネットワーク合同会社（JHyM）設立の記者発表が行われた。冒頭、世耕経済産
業大臣からのビデオメッセージが上映された後、資源エネルギー庁省エネルギー・新エネルギー部・高梨部長が水
素社会の実現に向けた国の戦略について、また、JHyMの菅原社長がFCV普及に向けた水素ST整備とJHyM
の事業内容・目指す姿などについて、それぞれ紹介した。

日本水素ステーションネットワーク合同会社
社長

菅原 英喜氏

JHyM

新規
水素ステーション

整備

新たに金融投資家等の出資金を活用し、インフラ事業者の初期投資を軽減

※1…FCV需要最大化に関する業務委託
※2…新規水素ステーションの維持・管理、情報提供等

JHyM

インフラ事業者

金融投資家等

国

出資

出資

補助金

JHyM

新規
水素ステーション

既存
水素ステーション

JHyM
インフラ
事業者

自動車会社

国

業務委託
（※1）

業務委託
（※2） 運営

運営

補助金

JHyMは業務委託を通じ、インフラ事業者へ
長期安定的な水素ステーション運営環境を提供

（図表1）水素ST整備に関する事業スキーム JHyM

新規
水素ステーション

整備

新たに金融投資家等の出資金を活用し、インフラ事業者の初期投資を軽減

※1…FCV需要最大化に関する業務委託
※2…新規水素ステーションの維持・管理、情報提供等

JHyM

インフラ事業者

金融投資家等

国

出資

出資

補助金

JHyM

新規
水素ステーション

既存
水素ステーション

JHyM
インフラ
事業者

自動車会社

国

業務委託
（※1）

業務委託
（※2） 運営

運営

補助金

JHyMは業務委託を通じ、インフラ事業者へ
長期安定的な水素ステーション運営環境を提供

（図表2）水素ST運営に関する事業スキーム

水素社会の
実現に向けて

Case Study 1

金
融
投
資
家
も
参
画
す
る

世
界
初
の
水
素
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

水
素
Ｓ
Ｔ
自
立
化
に
は

規
制
緩
和
と
技
術
の
発
展
が
不
可
欠

目
指
す
は
戦
略
的
整
備
と

効
率
的
運
営
へ
の
貢
献

13 12

Next Japan

13 12

Next Japan Next Japan



　DBJは2017年6月から新サービス「DBJコネクト」の提供を開

始した。「DBJコネクト」は、有力企業とスタートアップ（注1）のオー

プンイノベーション（注2）を促進させる場を提供するもので、本サー

ビス内で展開される各プログラムへ参加することにより、スタート

アップは有力企業の様々なリソース（経営資源）を活用し、サービ

スの成長スピードを加速させることができる。一方、有力企業はス

タートアップにリソースを提供することにより、リスク、コストを軽減

し、新規事業創出の足掛かりを作ることができる。その第一弾の

取り組みが、2017年9月から始まったオープンイノベーションプロ

グラム「京都オープンアクセラレーター（注3）」だ。

　DBJは「DBJコネクト」の提供を行うにあたり、国内最大級

のスタートアップコミュニティを運営するCreww（株）（注4）との

業務提携を行い、同社からWEBシステム、3400社以上の登

録スタートアップへのアクセス、プログラム運営のノウハウの

提供を受けている。金融機関でのこのような取り組みは前例

がなく、まさに「DBJコネクト」はDBJ自らが、スタートアップの

Creww とのオープンイノベーションを実行することによって

生まれたものなのだ。

　本座談会では、Crewwの設立者でCEOの伊
い じ ち

地知 天
そらと

氏と

同社取締役の水
み ず の

野智
ともゆき

之氏に、DBJで「DBJコネクト」の企画・

開発を主導的に担った2人の社員を交えて、「DBJコネクト」の

スタートの経緯や今後の展開などについて語ってもらった。

オープンイノベーション
の拡大に向けて

Case Study 2

（注1） スタートアップ ： 独自の技術やアイデアによって前例のないビジネスモデルを創造し、既存市場に挑戦する成長速度の速い企業。

（注2） オープンイノベーション ： 自社の有する経営資源や技術に頼るだけでなく、社外からの技術やアイデア、サービスを有効に活用し、革新的なマーケットを創造すること。

（注3）「京都オープンアクセラレーター」 ： 京都に拠点を置く企業4社（京都リサーチパーク（株）、コーデンシ（株）、（株）ニッセン、（株）はてな）が有する製品や情報、店舗等の経営資源（リソース）と、スタートアップの持つ
サービスやプロダクトを掛け合わせ、オープンイノベーションによる新規事業を創出することを目指すプログラム。共催は京都府・京都市・公益財団法人京都産業21、公益財団法人京都高度技術研究所・京都リサー
チパーク（株）の5団体。2017年9月19日に専用WEBサイトをオープンし、同年10月6日まで参加を希望するスタートアップからの提案募集を行った。その後約4カ月間に及ぶ書類選考や1次、2次の選考プロセスを
経て、京都企業4社と全国6社のスタートアップとの新たな事業創出に向けた連携の開始に至った。2018年2月16日には、その協業プログラムの概要を紹介する成果発表会が京都で開催された。

（注4） Creww（株） ： 2012年の創業以来、スタートアップと大手企業による新規事業創出を目的としたオープンイノベーションプログラムを100件以上実施した実績を有する。

—

両
社
が
出
会
っ
た
経
緯
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
地
知　

２
０
１
６
年
８
月
頃
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
様

（
以
下
、社
名
の
敬
称
略
）へ
弊
社
の
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご

説
明
に
伺
っ
た
の
が
最
初
の
出
会
い
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
は
新
規
事
業

創
出
が
テ
ー
マ
な
の
で
、当
初
銀
行
に
そ
う

い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な

い
状
態
で
お
会
い
し
た
こ
と
も
あ
り
、お

金
の
話
に
な
り
が
ち
で
し
た
ね
。

田
代　

Ｌ
Ｐ（
有
限
責
任
組
合
）出
資
の

話
と
か
で
し
た
よ
ね
。

伊
地
知　

は
い
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
出
資

を
す
る
と
い
う
話
で
、私
た
ち
が
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
を
ご
紹
介
す
る
と
い
う
話
や
、将

来
的
に
私
た
ち
自
身
が
な
ん
ら
か
の
お
金

に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
す
る

際
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
何
か
取
り
組
み
が
で
き
な

い
か
と
い
う
漠
然
と
し
た
お
話
に
な
っ
た

の
で
す
が
、後
日
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
う
少
し
話
し
た

い
と
い
う
ご
連
絡
を
頂
い
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、そ
こ
か
ら
関
係
が
始
ま
り
ま
し

た
。正
直
、最
初
は
企
業
規
模
も
全
く
違

い
ま
す
し
、仕
事
に
繋
が
る
よ
う
な
感
じ

が
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

—

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
雰
囲
気
、社
員
に
対

す
る
第
一
印
象
は
。

伊
地
知　

僕
ら
と
は
正
反
対
の
タ
イ
プ
。

話
し
方
一
つ
と
っ
て
も
本
当
に
き
ち
っ
と
さ

れ
て
い
る
方
た
ち
だ
な
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
。し
か
し
、後
日
田
代
さ
ん
、麻

田
さ
ん
と
話
を
す
る
と
、と
て
も
面
白
く
、

そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
一
気

に
変
わ
り
ま
し
た
。

水
野　

私
は
、伊
地
知
が
お
二
人
に
お
会

い
し
た
後
日
、弊
社
が
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
大
企
業
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
際
、初
め
て
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。伊
地
知
か
ら
は「
も

し
か
し
た
ら
、ご
一
緒
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
言
う
話
は
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、第
一
印
象
と
し
て
は
、思
っ

て
い
た
以
上
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
頂
い

て
い
る
ん
だ
な
、い
い
意
味
で〝
前
の
め
り
〟

だ
な
、と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、私
の
Ｄ
Ｂ

Ｊ
へ
対
す
る
想
像
と
は
違
い
、お
二
人
が
大

変
お
若
か
っ
た
の
で
驚
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。も
う
少
し
年
配
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら（
笑
）

—

Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
し
て
は
、そ
の
時
点
で

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
コ
ネ
ク
ト
」
の
構
想
は
持
っ

て
い
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

田
代　

も
と
も
と
、麻
田
と
私
が
何
か
新

し
い
こ
と
を
や
り
た
い
ね
と
い
う
話
を
し

て
い
る
中
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
こ
と
を
始
め
て
い
る
な
と
思
う
中
の
１

社
がC

rew
w

で
し
た
。せ
っ
か
く
繋
が
り

が
で
き
た
の
で
、是
非
１
度
お
話
を
聞
き

た
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。そ
の
時
点
で
コ

ネ
ク
ト
の
構
想
が
あ
っ
た
か
と
言
う
と
、で

き
る
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、た
と
え

ば
地
方
へ
の
展
開
と
か
で
あ
れ
ば
組
み
方

と
し
て
あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
お
話
申
し

上
げ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

麻
田　

田
代
と
私
が
い
く
つ
か
企
画
を

練
っ
て
い
た
一
方
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
社
内
で
も

既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
新
し
い
こ
と
を

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り
、そ
こ

に
上
手
く
乗
る
こ
と
も
で
き
て
、い
く
つ
か

あ
る
企
画
の
中
で
一
番
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
の
がC

rew
w

と
の
協
業
だ
っ
た
の

で
、最
初
の
面
談
後
す
ぐ
に
連
絡
を
し
て

何
度
か
ご
一
緒
す
る
う
ち
に
意
気
投
合

し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

伊
地
知　

お
二
人
と
も
、と
に
か
く
熱
意

が
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。特
に
、地
方
創
生

や
地
域
活
性
化
に
関
し
て
は
も
の
す
ご
く

熱
く
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
創
業
当
初
か

ら
、今
の
日
本
に
お
け
る〝
挑
戦
す
る
エ
コ

シ
ス
テ
ム（
起
業
）〟に
関
し
て
の
課
題
を

感
じ
て
い
た
の
で
、常
々
、東
京
に
限
ら
ず

と
も
、様
々
な
地
域
で
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
会
社

で
、体
力
的
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、お
二
人
と

Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
イ
メ
ー
ジ
が

〝
面
白
い
〟に
変
わ
っ
た

２
人
の
熱
い
気
持
ち
が

C
rew

w

を
動
か
し
た

日本政策投資銀行
イノベーション推進室

田代 翔太
（2011年入行）

日本政策投資銀行
イノベーション推進室

麻田 泰生
（2011年入行）

Creww株式会社
取締役/Managing Director

水野 智之氏

アメリカの大学を卒業後、10年間IT業界での経験を経
て、ソーシャルチケッティングサービスの共同創業者とし
てスタートアップの立ち上げに携わった後、2013年に
Crewwに参加。スタートアップと大企業のオープンイノ
ベーションプログラムの責任者を務める。

Creww株式会社
Founder & CEO

伊地知 天氏

16歳で単身渡米し、学生時代を米国で過ごす。2005
年カリフォルニア州立大学在学時に起業したことを
きっかけに、これまで国内外で合計4社の企業を設立。
2012年にスタートアップコミュニティを運営するプロジェ
クトを開始し、2012年8月にCreww株式会社設立。

ＤＢＪコネクトの

挑戦
スタートアップと
有力企業による
オープンイノベーションの促進
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Ｂ
Ｊ
の
思
い
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
下
さ
っ

て
い
た
か
ら
こ
そ
、ス
ム
ー
ズ
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
ス
タ
ー
ト
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
初
に
お
互
い
が
何
を
や
り
た
い
か
を
明

確
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、あ
と

は
我
々
の
方
で
し
っ
か
り
確
立
さ
せ
て
い
る

プ
ロ
セ
ス
も
あ
る
の
で
淡
々
と
進
ん
で
い
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

—

今
後
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
へ
の
期
待
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
地
知　

ま
ず
は
、こ
の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、私
た
ち
だ
け
で
は
で

き
な
い
様
々
な
地
域
で
展
開
し
て
い
く
こ

と
で
す
。そ
の
上
で
の
将
来
的
な
目
標
は

二
つ
あ
り
、一
つ
目
は
、リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供

給
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
た
い
と
い
う
こ
と
。日
本
に
お
い
て
、

何
か
挑
戦
を
始
め
た
い（
起
業
し
た
い
）

と
思
う
人
た
ち
に
資
金
が
行
き
わ
た
る

仕
組
み
は
こ
こ
何
十
年
も
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、な
か
な
か
起
業
率
が
上
が
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。そ
こ
に
対
し
て
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と

一
緒
に
一
石
を
投
じ
た
い
で
す
ね
。日
本

は
ベ
ン
チ
ャ
ー
エ
コ
シ
ス
テ
ム
自
体
が
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
あ
る
こ
と
が
決
定
的
な
課

題
の
１
つ
で
あ
り
、ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
量
産

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、株
式
上
場
だ
け
で
は
な
く
、Ｍ
＆
Ａ
の

活
性
化
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、近
年
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

の
近
く
に
い
る
メ
ガ
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
比
較
的

買
収
に
の
り
だ
し
ま
す
が
、本
来
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
を
必
要
と
し
て
い
る
ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
な
企
業
は
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
の
距

離
が
遠
す
ぎ
て
Ｍ
＆
Ａ
の
話
に
す
ら
な
ら

な
い
状
況
を
よ
く
目
の
当
た
り
に
し
ま

す
。エ
コ
シ
ス
テ
ム
も
成
熟
さ
せ
る
た
め
に

も
、ま
ず
は
協
業
と
い
う
形
か
ら
始
め
て
、

両
社
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
ケ
ー
ス
、出

資
す
る
ケ
ー
ス
、ま
た
Ｍ
＆
Ａ
と
い
う
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
っ
た
状
況
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
。

　

二
つ
目
は
、働
き
な
が
ら
挑
戦
す
る
個
人

へ
支
援
を
す
る
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。今

の
課
題
は
大
手
企
業
を
辞
め
て
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
目
指
す
場
合
、０
か
１
０
０
の
リ

ス
ク
の
取
り
方
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
が

間
違
い
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。人
材
に
お

け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
と
し
て
、

近
年
働
き
方
改
革
に
よ
る
副
業
制
度
な

ど
、新
し
い
流
れ
が
出
始
め
て
き
て
お
り
、

企
業
に
勤
め
な
が
ら
も
自
分
の
技
術
や
ス

キ
ル
、知
見
を
武
器
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、フ
ル
タ
イ
ム
で
な
く
と
も
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、

常
に
人
材
不
足
で
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

と
っ
て
は
課
題
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

水
野　

僕
の
期
待
は
も
っ
と
現
場
寄
り

で
、お
二
人
に
は
次
の
田
代
さ
ん
、麻
田
さ

ん
を
早
く
育
て
て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。お
二
人
の
情
熱
に
よ
っ
て
京
都
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
も
回
を
追
う
ご
と
に
参
加
者

が
増
え
る
ん
で
す
。他
人
事
か
ら
自
分
事

に
切
り
替
わ
っ
た
時
、今
度
は
自
分
も
や
っ

て
み
よ
う
と
思
う
人
が
増
え
る
と
い
う
わ

け
で
す
。オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
環

境
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
全
国
に
作
っ
て
い
く

た
め
に
は
、次
の
田
代
さ
ん
、麻
田
さ
ん
が

た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
お
り
、そ
れ
は
多
分
私
た
ち
だ
け

で
は
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、ぜ
ひ
お
二
人

に
お
願
い
し
た
い
で
す
。

伊
地
知　

最
後
に
、こ
の
広
報
誌
を
読
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝

え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。近
年
、急
速
な
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
に
よ
り
、生
活
者
の
行

動
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る
中
で
、新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
な
く
て
い
い
企
業
は

０
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。突
然
新
規
事
業

を
た
ち
あ
げ
よ
う
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
取

り
組
み
を
開
始
し
よ
う
と
考
え
て
も
ど

こ
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
の
か
、最
初
の
難

易
度
は
相
当
高
い
は
ず
で
す
。今
回
Ｄ
Ｂ

Ｊ
が
取
り
組
み
を
始
め
た「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
コ
ネ

ク
ト
」は
、必
ず
い
つ
か
は
挑
戦
を
始
め
な

く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、貴
重
な
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。日

ご
ろ
か
ら
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
お
付
き
合
い
さ
れ
て

い
る
方
々
に
と
っ
て
は
非
常
に
挑
戦
し
や

す
い
環
境
が
提
供
さ
れ
始
め
た
わ
け
で
す

か
ら
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
活
用
し
て
頂
く

の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

田
代　

そ
う
言
っ
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で

す
し
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

—

結
論
的
に
言
う
と
、Crew

w

と

Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
協
業
か
ら
生
ま
れ
た「
Ｄ

Ｂ
Ｊ
コ
ネ
ク
ト
」が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
新
し
い
流
れ
を
作
っ
た
。そ

ん
な
感
じ
で
す
ね
。本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
、地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
強
く
、体
力
の
あ
る
大
手

企
業
と
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
必
ず

私
た
ち
の
目
標
は
達
成
さ
れ
る
と
感
じ
ま

し
た
し
、特
に
お
二
人
の
よ
う
な
情
熱
を

も
っ
た
方
々
と
一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
想
像
し
て
か
な
り
感
情

が
高
ぶ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。そ
う

い
う
意
味
で
は
、地
方
創
生
に
特
別
興
味

が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、私
た
ち
の
想
い

と
お
二
人
の
情
熱
が
マ
ッ
チ
し
て
意
気
投

合
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

—

そ
の
後
、「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
コ
ネ
ク
ト
」

の
事
業
計
画
を
ま
と
め
て
、正
式
に

両
社
の
業
務
提
携
へ
と
至
る
わ
け
で

す
ね
。

伊
地
知　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、取
り
組

み
を
申
し
出
て
く
だ
さ
る
方
々
は
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら

何
社
か
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で

も
、特
に
銀
行
の
場
合
は
、ほ
ぼ
独
占
的

な
契
約
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
か
な
り

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
も
そ
も
、

弊
社
は
、創
業
当
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

が
成
長
す
る
た
め
の
成
長
機
会
を
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
し
、そ
れ
が
ひ
い
て
は
日

本
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
、と
い
う
考

え
の
も
と
事
業
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、

独
占
的
に
ど
こ
か
１
社
と
提
携
す
る
理

由
を
全
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
私
た
ち
の
想

い
に
つ
い
て
ち
ゃ
ん
と
ご
理
解
を
頂
く
こ
と

が
で
き
た
の
で
、業
務
提
携
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

—

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新

規
事
業
創
出
の
過
程
に
お
い
て
、ど
の

よ
う
な
点
が
大
手
企
業
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

伊
地
知　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、通
常
事
業
会
社
１
社
に
対
し

て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
複
数
社
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
く
、費
用
も
１
社
で
負
担
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
た
め
、な
か
な
か
挑
戦
し
づ

ら
い
企
業
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、今
回

Ｄ
Ｂ
Ｊ
コ
ネ
ク
ト
で
開
催
し
て
い
る
京
都

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、複
数
社
で
費
用
を
分

担
し
、リ
ス
ク
を
減
ら
し
な
が
ら
、プ
ロ
グ

ラ
ム
終
了
後
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
ロ

ジ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
の
で
、心
配
が
あ
る

企
業
は
、最
初
は
こ
の
よ
う
な
形
の
取
り

組
み
に
参
加
す
る
の
が
取
り
組
み
や
す
い

の
で
は
な
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
手
企
業
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
共

に
目
線
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
と
て
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。な
ぜ
な
ら
ば
、最

近
、大
手
企
業
を
辞
め
て
自
分
で
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
人
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。そ
う
い
う
人
は
自
分
が
作
り
た
い

も
の
、サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、退
職
に
至
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、下
請
け
の
よ
う
な

関
係
に
な
り
始
め
る
と
、と
た
ん
に
優
秀

な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
集
ま
り
づ
ら
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。そ
れ
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
た
い
企
業
に
と
っ
て
も
い
い
話
で

は
な
い
の
で
、目
線
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大

切
さ
は
必
ず
お
話
し
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

水
野　

上
か
ら
目
線
に
な
ら
な
い
よ
う
に

対
等
に
と
い
う
ケ
ー
ス
は
本
当
に
よ
く
あ

り
ま
す
が
、具
体
的
な
対
応
は
か
な
り
難

し
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。私
た
ち
と

し
て
は
目
線
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
、ま
ず

「
誰
の
た
め
」に
こ
の
取
り
組
み
を
す
る

の
か
、と
い
う
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
き
ま

す
。大
事
な
の
は「
自
社
の
た
め
」と
一
切

言
わ
な
い
こ
と
。こ
の
２
社
が
協
業
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す

べ
き
ユ
ー
ザ
ー
、社
会
が
主
語
で
あ
る
べ
き

な
の
で
、「
弊
社
が
」や
、「
弊
社
は
御
社
の

た
め
に
」な
ど
、自
分
が
主
語
に
は
な
ら
な

く
な
っ
て
き
ま
す
。第
三
者
、お
客
さ
ま
の

た
め
に
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
く
と
、

自
然
と
そ
の
方
々
の
た
め
に
と
言
う
パ
ー

ト
ナ
ー
感
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

—

Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
し
て
は
京
都
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
経
験
さ
れ
て
、「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
コ

ネ
ク
ト
」に
対
す
る
確
信
み
た
い
な
も

の
は
生
ま
れ
ま
し
た
か
。

麻
田　

我
々
の
方
で
は
京
都
の
ケ
ー
ス
は

参
加
さ
れ
た
企
業
さ
ま
に
恵
ま
れ
た
と

思
っ
て
い
て
、４
社
がC

rew
w

の
思
い
、Ｄ

大
手
企
業
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を

解
消
す
る
た
め
に

C
rew

w

か
ら
Ｄ
Ｂ
Ｊ
へ

期
待
す
る
こ
と

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
コ
ネ
ク
ト
」を
活
用
し

新
し
い
挑
戦
を

システム提供

プログラムの運営
コミュニケーションのサポート

事業化のフォロー

Crewwのスタートアップコミュニティに
DBJの事業開発支援を掛け合わせたサービス

顧客
（中堅・大企業（群））

スタートアップ

（図表）DBJコネクトの仕組み
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—

「L
A

N
D

L
O

G

」
開
発
の
経
緯

に
つ
い
て
。

　

弊
社
の
製
品
を
お
使
い
頂
い
て
い
る
お

客
さ
ま（
建
設
事
業
者
）の
困
り
事
は
、

我
々
に
と
っ
て
も
解
決
す
べ
き
課
題
と
の

認
識
か
ら
、ス
マ
ー
ト
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
の
狙
い
は
１
人
当

た
り
の
労
働
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
だ

が
、お
客
さ
ま
に
と
っ
て
、コ
マ
ツ
の
建
機
は

数
多
く
あ
る
土
木
機
器
の
１
つ
に
過
ぎ
な

い
の
で
、そ
う
い
う
視
点
か
ら
で
は
な
く
、

お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
生
産
性
、安

全
性
を
い
か
に
向
上
さ
せ
ら
れ
る
か
、つ

ま
り
建
機
メ
ー
カ
ー
と
い
う
枠
か
ら
外
れ

て
、お
客
さ
ま
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
側
に

立
っ
て
課
題
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
中
で
気
づ
い
た
課
題
は
２
つ
あ
っ

た
。１
つ
は
、建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
は
調

査
、測
量
、設
計
、施
工
、維
持
・
保
守
と
長

く
繋
が
っ
て
い
る
が
、各
プ
ロ
セ
ス
に
関
与

し
て
い
る
事
業
者
が
違
っ
て
い
る
と
デ
ー

タ
も
繋
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。２
つ

目
は
、建
設
機
械
に
は
す
べ
て
セ
ン
サ
ー
が

つ
け
ら
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
っ
て
い
る

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
、た
と
え
ば
切
り
土

（
斜
面
を
切
り
取
り
、平
ら
な
土
地
を
造

る
事
）や
盛
り
土（
元
の
地
盤
が
低
い
場

合
に
土
を
盛
る
事
）で
、ど
の
く
ら
い
の
土

量
が
運
び
出
さ
れ
、ど
の
く
ら
い
の
土
量

が
運
び
込
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
可
視
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。そ
し
て
、お
客
さ
ま
の
困
り
事
を

解
決
す
る
に
は
現
場
の
可
視
化
、「
見
え

る
化
」が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、あ
ら
ゆ
る

建
設
機
材
に
Ｉｏ
Ｔ
を
搭
載
し
て
そ
れ
ら

を
す
べ
て
繋
い
で
い
っ
た
。

　

そ
の
後
２
年
位
を
経
て
、建
設
生
産
の

各
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
す
る
人
・モ
ノ・コ
ト
の

デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
繋
げ
、可
視

化
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
が
、一
方
で
課

題
も
感
じ
て
い
た
。そ
れ
は
、コ
マ
ツ
だ
け

が
そ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
ア
プ
リ
を
作
っ
た

り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
、お
客
さ
ま
の

生
産
性
、安
全
性
の
向
上
を
実
現
し
て
い

く
だ
け
で
い
い
の
か
。も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

人
た
ち
が
お
客
さ
ま
の
課
題
解
決
に
向

か
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、そ
こ
で
競
い

合
っ
た
方
が
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。そ
こ
で
、

２
年
間
の
成
果
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
ろ

い
ろ
な
人
に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
弊
社

ト
ッ
プ
が
決
断
し
た
わ
け
だ
。

—

具
体
的
に
、「LA

N
D

LO
G

」で

は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

建
設
会
社
の
方
々
に
と
っ
て
の
大

き
な
価
値
と
は
、「L

A
N

D
L

O
G

」
が

提
供
す
る
デ
ー
タ
を
使
っ
て
生
産
性
、

安
全
性
を
高
め
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

「L
A

N
D

L
O

G

」に
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス

の
あ
ら
ゆ
る「
モ
ノ
」の
デ
ー
タ
を
集
め
、そ

の
デ
ー
タ
を
外
部
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
に
提
供
す
る
。プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

は
、デ
ー
タ
を
適
切
に
管
理
し
な
が
ら
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
・

提
供
し
、お
客
さ
ま
に
利
用
し
て
頂
く
こ

と
で
、安
全
で
生
産
性
の
高
い
現
場
を
実

現
し
て
い
く
わ
け
だ
。

—

日
本
企
業
は
自
社
の
成
功
モ
デ

ル
を
破
壊
す
る
こ
と
や
オ
ー
プ
ン
な
連

携
・
協
働
が
不
得
手
で
す
。

　

弊
社
で
は
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
注
）活
動
を
ず
っ
と
続
け
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
、自
分
た
ち
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
起
点
に
し
て
お
客
さ
ま
の
ゴ
ー
ル
を
解

決
す
る
の
で
は
な
く
、お
客
さ
ま
の
ゴ
ー
ル

を
起
点
に
し
て
、我
々
に
何
が
あ
り
、我
々

に
な
い
も
の
が
他
の
ど
こ
に
あ
る
の
か
を

見
つ
け
て
い
く
と
い
う
志
向
が
あ
る
。ま

た
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的

に
推
進
し
て
き
て
い
る
。必
要
な
技
術
の

幅
が
広
が
る
中
、自
前
の
技
術
に
縛
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、積
極
的
に
外
部
の
技
術

を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。結
果
と

し
て
、こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
が
成
功
モ
デ

ル
を
自
ら
破
壊
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
を

弱
め
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

弊
社
ト
ッ
プ
が
よ
く
言
う
の
は
、「
自
ら

作
り
上
げ
た
も
の
を
自
ら
破
壊
し
て
新

し
い
も
の
を
創
造
し
て
い
け
」と
。１
つ
の

成
功
体
験
に
こ
だ
わ
ら
ず
、１
回
壊
し
て

よ
り
良
い
も
の
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
。

—

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

近
年
、第
４
次
産
業
革
命
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、日
本
の
建
設
業
界
で
は
デ

ジ
タ
ル
化
は
な
か
な
か
実
現
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
し
、今
も
生
産
性
の
向
上
と
い
う

課
題
を
抱
え
て
お
り
、我
々
も
走
り
な
が

ら「LA
N

D
LO

G

」を
作
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
。今
後
は
、オ
ー
プ
ン
化
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
方
々
が
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
、ア
プ

リ
を
作
っ
て
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、「L

A
N

D
L

O
G

」

自
体
は
公
益
性
・
公
共
性
の
高
い
取
り
組

み
で
あ
り
、そ
の
意
味
で
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
は
多

く
の
場
面
で
の
支
援
を
期
待
し
た
い
。

（
注
）ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
：
顧
客
に
と
っ
て
コ
マ
ツ
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
度
合
い
を
高
め
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
選
ば
れ
続
け
る

存
在
に
な
る
活
動
。

（図表）「LANDLOG」概念図

　建設機械大手の（株）小松製作所（以下、コマツ）は、（株）NTTドコモ、SAPジャパン（株）、（株）オプティムと共同

で、調査・測量・設計・施工・メンテナンスといった建設生産プロセスに関与するデータを集積し、現場の効率化に活

用できる形式へと加工した上で一元管理する新プラットフォーム「LANDLOG」を提供する（株）ランドログを2017年

10月に設立し、12月からAPI提供を開始した。コマツは2015年に、建設現場の効率化や課題解決を目的としたサー

ビス「スマートコンストラクション」の提供を開始し、クラウドベースのプラットフォーム「KomConnect」を展開したが、

「KomConnect」は建設機械による施工プロセスを中心に構築され、かつコマツ製の機器・アプリケーションの使用

を前提とするなどクローズドなプラットフォームだった。これに対し、「LANDLOG」は建設生産プロセス全体を包含す

るオープンなプラットフォームであり、さまざまな事業者が「LANDLOG」上で利用できるアプリケーションや機器を開発

し、サービスを提供することが可能になる。これにより、建設生産プロセスの変革が加速することが期待される。

建設生産
プロセスに
イノベーションを
コマツなど4社が
オープンプラットフォーム
「LANDLOG」を開発

I N T E R V I E W

課
題
解
決
に
向
け
て

２
年
間
の
成
果
を
オ
ー
プ
ン
に

成
功
モ
デ
ル
を

自
ら
破
壊
す
る
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地元の期待と希望を乗せて、
新会社が始動
─ 宮崎カーフェリーの事業承継を投融資でサポート

　（株）日本政策投資銀行（DBJ）は、宮崎〜神戸航路を運航する長距離フェリー事業者・宮崎カーフェリー

（株）（本社：宮崎市、以下「旧会社」）の事業承継に際し、宮崎県、宮崎市、（株）地域経済活性化支援機構

（REVIC）、宮崎県内の金融機関や企業等とともに、新会社の設立や旧会社からの事業取得のための所要資

金の提供を行った。旧会社は、経営難に陥った前身企業の2航路を受け継ぐ形で2004年4月に設立されたが、多

額の負債も含めて事業を承継した。宮崎県や宮崎市、地元企業等は、県内唯一のカーフェリーは宮崎県の物流

にとって不可欠な輸送手段との認識から「オール宮崎」として旧会社への支援を決め、DBJを含む関係者間の調

整を進めてきた。その結果、2017年11月に事業承継および新会社に対する投融資のスキームが決定した。そして

2018年3月1日、旧会社は新生宮崎カーフェリー（株）として新たなスタートを切った。

　

旧
会
社
は
約
１
万
２
千
ト
ン
の
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
２
隻
を
保
有
し
、宮
崎
〜
神

戸
間
を
毎
日
運
航
。宮
崎
県
等
の
農

畜
産
品
を
関
西
・
中
京
・
首
都
圏
へ
配

荷
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
等
を
行
う
ほ

か
、関
西
地
域
と
の
間
の
旅
客
需
要
に

も
対
応
す
る
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

今
回
の
事
業
承
継
の
背
景
に
は
、旧

会
社
が
保
有
す
る
船
舶
２
隻
が
船
齢

20
年
を
越
え
、新
船
導
入
が
必
要
と
さ

れ
る
中
で
、新
船
建
造
の
た
め
の
資
金

調
達
が
課
題
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、旧
会
社
は
近
年
の
重
油
価

格
の
下
落
や
、モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト（
注
１
）

を
背
景
と
す
る
輸
送
需
要
の
増
加
等

か
ら
一
定
の
損
益
水
準
を
確
保
し
て
い

る
も
の
の
、前
身
企
業
か
ら
受
け
継
い

だ
多
額
の
負
債
を
抱
え
た
状
態
に
あ
っ

た
か
ら
だ
。

　

事
業
承
継
問
題
が
表
面
化
し
て
き

た
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
、新
会

社
取
締
役
社
長
・
穐
永
一
臣
氏
は
語
る

（
以
下
、発
言
同
）。「
現
行
の
船
が
建

造
か
ら
21
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
て
老

朽
化
が
進
む
中
で
、新
船
２
隻
の
建
造

が
大
き
な
経
営
課
題
で
し
た
。そ
の
解

決
に
向
け
て
は
財
務
上
の
問
題
が
足

か
せ
と
な
っ
て
い
た
の
で
、２
年
ほ
ど
前

か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
て
い
た
の
で
す

が
、な
か
な
か
答
え
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
す
」

　

そ
う
し
た
中
、旧
会
社
か
ら
相
談
を

受
け
た
宮
崎
県
は
、宮
崎
銀
行
、Ｒ
Ｅ

Ｖ
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
Ｂ
Ｊ
を
含
め
た
３
者

で
具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
た
末
、地
元
企
業
を
主
要
株
主

と
す
る
新
会
社
を
設
立
し
、既
存
債
務

の
整
理
と
事
業
承
継
を
図
る
こ
と
と

し
た
の
だ
っ
た
。具
体
的
に
は
、旧
会
社

の
債
権
者
に
対
し
て
、Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
を

通
じ
て
金
融
支
援
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、新
会
社
は
旧
会
社
事
業
を
承
継

し
、収
益
と
財
政
基
盤
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
で
将
来
の
新
船
導
入
に
向
け
た

目
処
を
立
て
、宮
崎
の
主
要
産
業
を
支

え
る
フ
ェ
リ
ー
事
業
の
安
定
運
航
を
確

保
す
る
と
い
う
内
容
だ
。「
船
も
従
業

員
も
そ
の
ま
ま
新
会
社
へ
移
行
す
る
。

社
外
取
締
役
も
入
れ
て
、新
船
の
建
造

と
経
営
の
見
え
る
化
を
図
る
。こ
う
し

て
新
会
社
設
立
へ
と
話
が
ま
と
ま
っ
て

い
っ
た
」と
い
う
。

地元の期待と希望を乗せて、新会社が始動
─ 宮崎カーフェリーの事業承継を投融資でサポート

新
船
２
隻
の
導
入
に
向
け

事
業
承
継
に
動
く

同業他社債権者

新会社
 （新・宮崎カーフェリー）

子会社化

船舶譲渡

弁済

［地元連合］
 宮崎県

宮崎銀行
他

DBJ

宮崎船舶
 （船舶保有会社）

宮崎カーフェリー
 （運航会社）

マリンエージェンシー
 （企画旅行販売等）

会社分割

出資・融資

出資・融資

（図表）事業承継と新会社に対する投融資スキーム図

宮崎船舶とマリンエージェンシーは、ともに旧会社の関連企業。
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「
県
知
事
も〝
宮
崎
県
の
生
命
線
〟

と
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、フ
ェ
リ
ー

は
宮
崎
県
の
物
流
に
と
っ
て
不
可
欠
な

海
上
手
段
。な
く
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
い
う
地
元
の
強
い
思
い
が
、新
会

社
設
立
へ
の
力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

事
実
、旧
会
社
の
売
上
の
約
７
割
は

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
利
用
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、神
戸
航
路
は
南
・
東
九
州
地

域
の
農
畜
産
物
を
関
西
・
中
京
・
首
都

圏
等
へ
出
荷
す
る
う
え
で
の
不
可
欠
な

航
路
と
さ
れ
て
き
た
。ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
は
、農
畜
産
物
の
収
穫
に
合
わ
せ
、

夕
刻
に
か
け
て
南
・
東
九
州
地
域
の
各

地
で
集
荷
を
行
い
、そ
の
後
、宮
崎
港
か

ら
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
。12
・５
時
間
の
運

航
時
間
中
に
船
上
で
休
憩
を
挟
み
、翌

朝
７
時
半
に
神
戸
に
着
く
こ
と
で
、農

畜
産
物
の
円
滑
な
県
外
輸
送
を
実
現

し
て
い
る
の
だ
。

　

加
え
て
、事
業
環
境
に
も
追
い
風
が

吹
く
。近
年
、フ
ェ
リ
ー
の
貨
物
輸
送
量

は
上
り
便
に
お
い
て
増
加
傾
向
に
あ
る

の
だ
。

　
「
今
、輸
送
の
中
で
７
割
が
貨
物
、３

割
が
旅
客
で
す
が
、上
り
便
の
貨
物
部

分
は
乗
り
切
れ
な
い
ほ
ど
需
要
が
あ
り

ま
す
。そ
の
要
因
と
し
て
は
、九
州
か

ら
九
州
以
外
へ
の
農
畜
産
品
の
出
荷
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
不
足
・
労
働
環
境
改
善
へ
の
取

り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
将

来
的
に
も
上
り
便
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
い

と
予
想
さ
れ
る
の
で
、新
船
で
は
乗
船

上
限
台
数
を
現
行
の
１
３
０
台
か
ら

拡
大
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

一
方
で
、下
り
便
に
つ
い
て
は
上
り

便
に
比
べ
７
割
程
度
の
台
数
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
た
め
、今
後
の
対
策
が
必
要

だ
と
い
う
。

　
「
労
務
問
題
の
解
決
手
段
と
し
て
、

荷
物
を
載
せ
て
い
な
い
ト
ラ
ッ
ク
が
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
は

い
る
の
で
す
が
…
。
関
西
・
中
京
地
区

の
貨
物
事
業
者
に
も
営
業
を
か
け
て

い
ま
す
が
、上
り
便
を
断
っ
て
い
る
状

況
の
中
で
は
宮
崎
か
ら
の
帰
路
の
確
保

が
保
証
で
き
な
い
こ
と
か
ら
簡
単
に
は

い
き
ま
せ
ん
。理
想
的
に
は
工
場
の
製

品
な
ど
を
積
ん
で
帰
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
い
い
の
で
す
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
今

後
、下
り
便
の
利
用
率
の
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　
　

　

貨
物
需
要
の
増
加
に
加
え
て
、今

後
、期
待
さ
れ
る
の
が
観
光
面
で
の
フ
ェ

リ
ー
利
用
客
の
増
加
だ
。

　
「
今
ま
で
の
フ
ェ
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

〝
２
等
客
室
の
床
で
ご
ろ
寝
〟と
か〝
学

生
時
代
の
修
学
旅
行
で
利
用
し
た
〟と

い
っ
た
も
の
な
ど
で
す
が
、今
後
、シ
ル

バ
ー
世
代
の
ご
夫
婦
で
の
利
用
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ（
個
人
旅
行
客
）の

利
用
が
期
待
で
き
る
の
で
、新
船
で
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視
し
て
個
室
化
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｒ
九
州
、宮
崎
交
通
、宮
崎

空
港
ビ
ル
、ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
、弊
社
の
５

社
で
交
通
結
節
点
の
利
便
性
向
上
や

空
港
・
駅
・
港
と
観
光
地
を
直
接
結
ぶ

２
次
交
通
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
て
い
る
ほ
か
、市
の
観
光
協
会

や
県
の
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
県

外
か
ら
の
観
光
客
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
注
２
）

の
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、今

後
、こ
う
し
た
活
動
と
も
連
携
し
な
が

ら
、さ
ら
に
観
光
面
に
お
け
る
フ
ェ
リ
ー

需
要
の
喚
起
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

新
船
導
入
の
時
期
は
２
０
２
２
年
の

予
定
だ
。そ
れ
に
先
立
ち
新
船
発
注
の

判
断
を
行
う
と
と
も
に
建
造
資
金
の

調
達
を
予
定
し
て
い
る
。調
達
額
は
２

隻
合
計
で
百
数
十
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
「
現
在
の
年
間
売
上
高
、収
益
性
を

維
持
・
向
上
さ
せ
、新
船
発
注
に
こ
ぎ
つ

け
た
い
。返
済
も
20
年
く
ら
い
か
か
る

と
思
う
の
で
、金
融
機
関
や
行
政
の
理

解
・
協
力
を
求
め
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
労
基
法
遵
守
強

化
に
よ
り
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が
加
速
し

て
お
り
、新
会
社
の
今
後
の
経
営
に
は

追
い
風
と
な
る
が
、そ
の
一
方
で
想
定

さ
れ
る
リ
ス
ク
の
１
つ
が
燃
料
油
の
価

格
変
動
だ
。過
去
に
お
い
て
も
、燃
料

油
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
時
の
業
績
は

例
外
な
く
悪
化
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
２
０
２
０
年
か
ら
Ｓ
Ｏｘ
規
制（
注

３
）が
強
化
さ
れ
る
と
、ほ
と
ん
ど
の
フ
ェ

リ
ー
会
社
が
使
用
し
て
い
る
Ｃ
重
油
は

使
え
な
く
な
り
ま
す
。使
う
と
し
た
ら

排
煙
を
ス
ク
ラ
バ
ー
と
い
う
排
ガ
ス
処

理
装
置
で
洗
浄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。あ
る
い
は
、Ｃ
重
油
に
軽
油
を
混
ぜ

た
低
硫
黄
重
油
を
使
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。い
ず
れ
の
場
合
も
燃
料
コ
ス
ト
が

上
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
、今
は
燃
油
価

格
が
安
定
し
て
い
る
の
で
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、今
後
、対
応
を
検
討
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

２
０
１
８
年
３
月
１
日
。新
会
社
設

立
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、新
生
宮

崎
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
始
動
し
た
。穐
永

氏
は
社
長
就
任
後
、い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
社
員
に
こ
う
呼
び
か
け
て
い
る
と
い

う
。「
こ
の
会
社
は
県
や
地
元
の
人
た

ち
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
る
。な
ぜ
、新
会

社
が
設
立
で
き
た
か
と
い
う
と
、宮
崎

県
の
物
流
を
担
っ
て
い
る
か
ら
だ
。地
元

に
不
可
欠
な
会
社
と
見
ら
れ
て
い
る
わ

け
な
の
で
、そ
う
い
う
期
待
に
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
応
え
て
い
こ
う
！
」

　

地
元
の
期
待
と
希
望
を
乗
せ
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
宮
崎
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
。２
０
２
２
年
の
新
船
導
入
と
い

う
目
標
に
向
か
っ
て
、社
員
一
丸
と
な
っ

た
全
力
投
球
の
日
々
が
続
い
て
い
る
。

（
注
１
）モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
：
貨
物
や
人
の
輸
送
手
段
の
転

換
を
図
る
こ
と
。
貨
物
輸
送
に
お
い
て
は
、ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
輸
送
を
内
航
船
輸
送
や
鉄
道
輸
送
に
切

り
替
え
る
こ
と
。

（
注
２
）Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
：M

e
e

tin
g

（
会
議
・
研
修
・
セ
ミ

ナ
ー
）、Incentive tour

（
報
奨
・
招
待
旅
行
）、

C
onvention 

ま
た
はC

onference

（
大
会
・
学

会
・
国
際
会
議
）、Exhibition

（
展
示
会
）の
頭
文

字
を
と
っ
た
造
語
。
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込
め

る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
総
称
。

（
注
３
）Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
：
船
舶
の
燃
料
油
に
含
ま
れ
る
硫
黄

酸
化
物（
Ｓ
Ｏ
ｘ
）濃
度
を
現
状
の
３
・５
％
以
下
か

ら
０
・５
％
以
下
と
す
る
国
際
的
な
規
制
。

フ
ェ
リ
ー
利
用
の

観
光
客
の
増
加
に
も
期
待

２
０
２
２
年
の

新
船
導
入
に
向
か
っ
て

地元の期待と希望を乗せて、新会社が始動
─ 宮崎カーフェリーの事業承継を投融資でサポート

好
調
な
上
り
便
に
対
し

下
り
便
は
需
要
増
が
必
要

宮崎カーフェリー株式会社
代表取締役社長

穐永 一臣氏
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—

18
年
前
に
前
社
長
が
急
逝
さ
れ
、こ
こ
ま
で

の
ご
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

恵
子　

主
人
が
事
故
で
亡
く

な
っ
た
の
２
０
０
０
年
７
月
。

そ
の
年
は
ど
う
生
活
し
て
い

た
の
か
も
覚
え
て
い
な
い
ほ

ど
で
し
た
。私
は
大
学
卒
業
後
、結
婚
し
て
仕
事

の
経
験
は
な
く
、経
営
や
技
術
も
分
か
ら
な
い
の

で
、後
は
父（
当
時
、会
長
）に
任
せ
よ
う
と
考
え

て
い
た
の
で
す
が
、12
月
に
父
か
ら「
貴
方
が
継
ぐ

の
が
一
番
い
い
」と
言
わ
れ
て
気
持
ち
を
固
め
ま

し
た
。社
長
の
仕
事
が
ど
ん
な
に
大
変
か
も
分
か

ら
ず
に
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、か
え
っ
て
そ

れ
が
良
か
っ
た
の
か
と
も
思
い
ま
す
。社
員
も
皆
、

「
頼
り
な
い
社
長
だ
か
ら
、ど
う
に
か
し
な
く
て

は
」と
思
っ
た
ん
で
し
ょ
う（
笑
）。本
当
に
よ
く
助

け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

主
人
は
家
で
は
仕
事
の
話
は
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、常
「々
社
員
は
皆
、家
族
だ
」と
言
っ
て
い
た
の

で
、そ
の
こ
と
が
私
の
頭
の
中
に
も
あ
っ
て
、社
長
に

な
っ
て
か
ら
は
社
員
の
幸
せ
を
実
現
す
る
こ
と
が

私
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。父
は
営
業
マ
ン

と
し
て
海
外
の
営
業
網
を
拡
大
し
て
今
に
残
し
て

く
れ
た
。主
人
は
技
術
力
を
残
そ
う
と
一
生
懸

命
頑
張
っ
た
。で
は
、私
に
は
何
が
で
き
る
の
か
と

考
え
た
時
、社
員
が
働
き
や
す
い
職
場
作
り
を
す

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

加
奈　

私
も
会
社
を
継
ぐ
と

い
う
前
提
で
育
っ
て
き
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、父
が
亡
く
な

る
ま
で
会
社
の
事
業
内
容
も

知
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。家
族
は
女
性
３
人
残

さ
れ
て
す
ご
く
大
変
で
し
た
が
、母
も
悲
し
み
に

暮
れ
な
が
ら
、大
き
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
も
が
き
苦
し
ん
で
い
た
の
で
、早
く
母
の
力

に
な
り
た
い
と
考
え
た
の
が
経
営
を
意
識
し
た
最

初
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
て
５
年
ほ
ど

営
業
の
仕
事
を
経
験
す
る
う
ち
に
経
営
を
勉
強

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、大
学
院
で
２
年
間

学
ん
で
か
ら
岡
山
に
戻
り
ま
し
た
。そ
う
し
た

中
で
次
第
に
会
社
に
対
す
る
思
い
が
強
く
な
り
、

２
０
１
５
年
に
後
継
者
と
し
て
副
社
長
に
就
任
し

て
か
ら
は
、こ
の
会
社
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
と
い

う
思
い
が
一
段
と
強
く
な
っ
て
いっ
た
の
で
す
。

—

２
０
１
６
年
に
経
営
理
念
を
刷
新
し『
フ
ジ
ワ

ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
の
志
』を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。ど

う
い
う
狙
い
で
し
た
か
。

加
奈　

副
社
長
に
な
っ
て
分
か
っ
た
の
は
、社
員
は

皆
、仕
事
に
対
す
る
思
い
は
強
い
反
面
、一
匹
狼

的
な
面
も
強
い
。若
い
社
員
も
増
え
る
中
で
、会

社
を
成
長
さ
せ
る
に
は
組
織
の
結
束
力
を
強
め

る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
た
め
に

は
、会
社
の
方
向
性
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
の
時
代
に
合

わ
せ
て
変
え
な
く
て
は
と
考
え
、経
営
理
念
を
刷

新
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。創
業
者
か
ら
先
代

ま
で
大
事
に
し
て
い
た
も
の
、た
と
え
ば
お
客
さ

ま
に
尽
く
す
心
、社
会
に
貢
献
す
る
心
な
ど
は
大

事
に
守
り
な
が
ら
、で
も
新
し
い
こ
と
に
は
積
極

的
に
挑
戦
で
き
る
組
織
、多
様
性
を
持
っ
た
組
織

に
し
た
い
。上
下
の
関
係
も
フ
ラ
ッ
ト
に
し
て
風
通

し
の
良
さ
も
残
し
な
が
ら
、技
術
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
せ
る
、世
界
に
通
用
す
る
会
社
で
あ

り
た
い
と
い
う
思
い
で『
志
』を
策
定
し
ま
し
た
。

有
難
か
っ
た
の
は
、母
が
家
の
こ
と
で
は
注
意
し
て

く
る
の
に
会
社
の
こ
と
は
任
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
、

す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す（
笑
）。

—

２
０
１
７
年
に
は
、次
代
の
経
営
を
見
据
え
た

「
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」を
策
定
さ
れ
、そ
の

中
で
、２
０
５
０
年
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
を「
醸
造
を

原
点
に
、世
界
で《
微
生
物
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
》を

共
創
す
る
企
業
へ
」と
描
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

加
奈　
『
志
』を
策
定
し
始
め
た
頃
か
ら
、人
事

制
度
を
改
め
た
り
管
理
職
研
修
も
始
め
る
な
ど

社
内
制
度
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。す
る
と
、若

い
人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
成
長
ス
ピ
ー
ド

が
上
が
っ
た
り
、社
員
の
結
束
力
も
強
く
な
っ
て

組
織
連
携
も
進
む
な
ど
、プ
ラ
ス
の
効
果
が
目
立

母
は
専
業
主
婦
か
ら
社
長
へ

そ
し
て
娘
は
後
継
を
決
意

母
と
娘
の
ツ
ー
ト
ッ
プ
経
営
で

微
生
物
の
力
を
未
来
へ
繋
ぐ

　1933年創業の（株）フジワラテクノアート（本社・岡山県岡山市）は、

醤油、味噌、清酒、焼酎等の原料処理から製麹（せいぎく:麹を作るこ

と）、仕込み、発酵、圧搾工程におけるすべての醸造機械を製作、ライ

ンの完全自動化のためのプラント製作を行う国内有数の醸造プラント

メーカーだ。職人の経験や勘に頼っていた麹造りの完全自動化を実現

した技術力を武器に、国内売上高・シェアでトップに成長。現在では国

内シェアは製麹能力で8割を占める。海外事業も積極的に展開し、輸

出先は30カ国におよぶなど、日本食文化を支える企業の一つと言って

も過言ではない。創業家5代目社長の藤原恵子氏は、夫で4代目社長

であった善也氏の急逝に伴い、2001年2月に、それまでの専業主婦

という立場から一転、社長に就任。以後、経営の陣頭指揮を執ってき

た。そして今、時代の変化に合った新しい経営の実現を長女・加奈氏

に託すべく、世代交代の準備を進めている。（本文中敬称略）

株式会社 フジワラテクノアート

1974年神戸女学院大学文学部卒業。2000年8月取締役
就任、2001年2月より現職。全国醸造機器工業組合理事。
岡山市基本政策審議会委員。

代表取締役社長

藤原 恵子氏 （写真右）

2001年慶應義塾大学経済学部卒業。2005年取締役
就任。2007年慶應義塾大学大学院経営管理研究科修了。
2015年3月より現職。

取締役副社長

藤原 加奈氏 （写真左）

次
代
の
経
営
を
見
据
え

２
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

回転式製麹装置 回転式製麹装置の製麹室内
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未来人図鑑 未来人図鑑



ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
し
い

事
業
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
は
、多
く

の
企
業
が
認
識
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
。日
本
政

策
投
資
銀
行
と
当
社
の
共
同
で
、Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
系
を

中
心
と
し
た
技
術
力
の
あ
る
も
の
づ
く
り
中
堅
企

業
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
で
は
、「
新
し
い
技
術
を

用
い
た
、も
し
く
は
新
し
い
市
場
を
対
象
と
し
た

価
値
創
造
型
の
新
製
品
」の
売
上
構
成
比
は
数
％

で
あ
る
企
業
が
８
割
を
超
え
て
い
る
。し
か
し
そ

の
大
半
の
企
業
が
価
値
創
造
型
新
製
品
の
開
発
を

促
進
し
て
い
き
た
い
と
回
答
し
て
い
る
。

ま
ま
で
な
か
っ
た
モ
ノ
、コ
ト
で
、市
場
の

受
容
性
が
あ
る
も
の
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
し
く
は
新
し
い
価
値
創
造
で
あ
る
と
し
よ
う
。

日
本
の
も
の
づ
く
り
企
業
は
、既
存
市
場
や
特
定

技
術
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
得
意
だ
が
、そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
新
し
い
市
場
の
創
造
に
結
び
付
け
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
上
で
の
ひ
と

つ
の
考
え
方
と
し
て
、「
様
々
な
情
報
が
自
社
に
集

ま
り
、そ
こ
か
ら
新
た
な
価
値
創
造
に
つ
な
が
る

気
づ
き
が
生
ま
れ
る
仕
掛
け
」を
構
築
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。も
ち
ろ
ん
自
ら
情
報
を
取
り
に

行
く
こ
と
も
必
要
だ
が
、今
ま
で
考
え
つ
か
な
か
っ

た
よ
う
な
気
づ
き
を
得
て
い
く
上
で
は
、自
然
と

様
々
な
情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
状
況
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。〝
弱
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

方
が
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
も
情
報
が
効
率
的

に
流
れ
る
た
め
、創
造
性
を
高
め
ら
れ
る
〟と
の
学

説
が
あ
る
が
、情
報
が
集
ま
る
き
っ
か
け
が
増
え
る

と
言
う
こ
と
は
、弱
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て

い
く
、も
し
く
は
そ
れ
に
参
加
す
る
た
め
の
き
っ
か

け
を
増
や
す
こ
と
に
も
な
り
得
る
。

業
の
方
に
新
製
品
が
開
発
さ
れ
た
背
景

や
経
緯
を
尋
ね
る
と
、謙
遜
も
あ
ろ
う
が
、

〝
タ
マ
タ
マ
問
い
合
わ
せ
な
ど
何
ら
か
の
き
っ
か
け

が
あ
っ
て
、そ
れ
が
新
製
品
に
つ
な
が
っ
た
〟と
言
っ

た
コ
メ
ン
ト
を
よ
く
聞
く
。で
あ
る
と
す
れ
ば
、そ
の

〝
タ
マ
タ
マ
〟が
た
く
さ
ん
起
こ
る
よ
う
な
状
況
、

す
な
わ
ち
偶
然
を
で
き
る
だ
け
必
然
に
し
て
い
く

よ
う
な
仕
掛
け
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
は

有
効
で
、そ
の
ヒ
ン
ト
が「
情
報
や
知
恵
が
集
ま
っ

て
く
る
仕
掛
け
」で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

は
そ
の
た
め
の
具
体
策
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、こ
こ
で
は

ふ
た
つ
挙
げ
て
み
よ
う
。ひ
と
つ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
価
値
創
造
を
ふ
ま
え
た
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

更
に
は
自
社
の
温
故
知
新
を
ふ
ま
え
た
過
去
・
現

在
・
未
来
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
明
確
に
し
、社
内
に
浸

透
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。従
業
員
が
そ
れ
を
意
識

し
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
よ
う
に
な
れ
ば
、今
ま
で
見

過
ご
し
て
き
た
情
報
や
事
象
に
対
す
る
感
度
が
上

が
り
、組
織
と
し
て
の
情
報
収
集
チ
ャ
ネ
ル
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。組
織
に
は
、情
報
の
流
れ
や
資

源
化
を
制
御
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
的
な
機
能
が
あ

る
が
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
視
野
に
入
れ
た
ビ
ジ
ョ

ン
と
言
う
文
脈
の
中
で
、ま
さ
に
そ
の
機
能
強
化

を
図
る
こ
と
と
も
言
え
よ
う
。

う
ひ
と
つ
は
そ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
ス

ト
ー
リ
ー
に
応
じ
た
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
で

あ
る
。昨
今
、Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
系
の
も
の
づ
く
り
企
業
が

知
名
度
向
上
や
市
場
創
造
を
目
的
に
ブ
ラ
ン
ド
構

築
を
検
討
す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
増
え
て
い
る
。

Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
系
も
の
づ
く
り
企
業
は
こ
れ
ま
で
実

績
や
技
術
力
、顧
客
対
応
力
な
ど
自
社
の
強
み
や

シ
ー
ズ
を
強
調
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。し
か
し
そ
れ

だ
け
で
は
不
十
分
で
、未
来
に
向
け
た
市
場
創
出
、

社
会
貢
献
な
ど
に
関
す
る
主
張
や
ス
ト
ー
リ
ー
を

盛
り
込
ん
だ
、ニ
ー
ズ・ウ
ォ
ン
ツ
志
向
の
ブ
ラ
ン
ド

構
築
も
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
よ
う
な

ブ
ラ
ン
ド
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、顧
客
ほ
か
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
ポ
イ
ン
ト
を
通
じ
て

う
ま
く
伝
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
に
共
鳴
し

た
り
関
心
を
持
っ
た
人
が
新
た
な
情
報
や
知
恵
を

も
た
ら
し
て
く
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
く
で
あ

ろ
う
。

上
、情
報
や
知
恵
が
自
然
に
集
ま
っ
て
く

る
、つ
ま
り
新
し
い
価
値
創
造
を
進
め
て

い
く
上
で
の
ア
イ
デ
ア
発
想
や
探
求
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
掛
け
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。も
ち
ろ
ん
集

ま
っ
て
き
た
様
々
な
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
目
利

き
力
も
必
要
だ
が
、気
づ
き
や
ひ
ら
め
き
は
、情
報

の
受
け
手
個
々
の
経
験
や
思
い
な
ど
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。そ
う
言
っ
た
意
味
で
は
、集
ま
っ
た

情
報
を
企
業
の
内
部
で
レ
ビ
ュ
ー
し
、時
に
は
外
部

も
交
え
な
が
ら
、多
様
な
価
値
観
の
も
と
、フ
リ
ー

に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、ア
イ
デ
ア
や
知
恵
が
広
が
っ
た
り
深

ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
場
を
設

け
る
こ
と
も
、こ
こ
で
述
べ
た
仕
掛
け
づ
く
り
の
次

に
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
で
あ
る
。
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つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
結
果
、私
の
中
で

「
進
む
べ
き
方
向
性
を
決
め
て
組
織
が
結
束
す

る
と
強
い
会
社
に
な
れ
る
！
」と
い
う
確
信
が
生

ま
れ
た
の
で
す
。

　
『
志
』は
抽
象
的
な
会
社
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

や
は
り
技
術
の
会
社
な
の
で
具
体
的
な
技
術
の

方
向
性
を
見
据
え
た
か
っ
た
し
、今
、挑
戦
し
な

い
と
未
来
は
な
い
と
い
う
危
機
感
も
あ
り
ま
し

た
。で
す
か
ら
、社
員
全
員
が
将
来
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
し
て
、開
発
と
製
造
、開
発
と
営
業
な
ど
皆

が
組
織
連
携
し
な
が
ら
新
し
い
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
、経
営
陣
も
社
員
と

同
じ
目
線
で
未
来
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
の
思
い
で
策
定
し
ま
し
た
。
目
指
し
た
の

は
、醸
造
の
中
核
技
術
と
、新
し
い
感
性
・
技
術
・

サ
ー
ビ
ス
の
融
合
を
通
じ
て
、世
界
の「
微
生
物

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」市
場
の
創
造
を
担
う
企
業
で

す
。た
だ
、こ
れ
だ
け
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
内
製
す
る
の

は
難
し
か
っ
た
の
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
の
力
を
お

借
り
し
ま
し
た
。第
３
者
の
目
で
有
益
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
策
定
で
き
た
こ
と
を
本
当

に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

—

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
や
働
き
方
改
革
に
も
、

早
く
か
ら
力
を
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

恵
子　

い
ず
れ
も
社
員
の
幸
せ
を
考
え
て
い
っ
た

結
果
で
あ
り
、そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、仕
組
み
や
規
定
を
作

る
の
は
簡
単
で
す
が
、そ
れ
を
機
能
さ
せ
る
た
め

に
は
社
員
が
お
互
い
を
思
い
や
り
助
け
合
う
風

土
が
必
要
で
、皆
が
気
持
ち
良
く
使
え
る
仕
組

み
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

仕
事
の
平
準
化
、会
議
の
改
革
、メ
ン
タ
ー
メ

ン
テ
ィ
ー
制
度
、Ｌ（L

adies

）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、産

休
・
育
休
制
度
の
整
備
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
改
革
は

い
ろ
い
ろ
進
め
て
き
た
の
で
、今
年
か
ら
ハ
ー
ド
面

に
力
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
て
、４
月
に
は
食
堂

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。和
モ
ダ
ン

な
雰
囲
気
で
、食
堂
内
の
ソ
フ
ァ
で
も
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
り
、味
噌
や
醤
油
な
ど
お
客
さ

ま
の
商
品
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
り
し
て
、社
員
が

自
分
た
ち
の
仕
事
の
成
果
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

—

近
年
の
開
発
事
例
、今
後
の
目
標
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

恵
子　

開
発
事
例
で
は
、近
年
、一
般
食
品
分
野

で
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
殺
菌
分
野
へ
の
新
提

案
と
し
て
商
品
化
し
た
粉
体
殺
菌
装
置「
ソ
ニ
ッ

ク
ス
テ
ラ
」が
あ
り
ま
す
。小
麦
粉
、香
辛
料
な

ど
の
粉
体
原
料
は
、食
品
や
化
粧
品
、医
薬
品
な

ど
に
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、従
来
の
粉
体
殺

菌
技
術
で
は
高
い
品
質
を
保
持
し
た
殺
菌
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。ソ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ラ
は
従
来
の
過

熱
殺
菌
や
放
射
線
殺
菌
と
は
異
な
り
加
圧
水
蒸

気
を
用
い
る
新
し
い
殺
菌
原
理
に
よ
り
、粉
体
の

品
質
劣
化
を
極
小
化
し
な
が
ら
、安
全
か
つ
確

実
な
殺
菌
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。今
、中
国

の
漢
方
薬
業
界
で
注
目
さ
れ
て
い
て
、大
手
の
老

舗
企
業
に
２
台
納
入
実
績
が
で
き
た
こ
と
で
、い

ろ
い
ろ
な
漢
方
薬
メ
ー
カ
ー
か
ら
テ
ス
ト
依
頼
や

問
い
合
わ
せ
を
頂
い
て
い
ま
す
。

加
奈　

醸
造
機
械
メ
ー
カ
ー
は
世
界
に
も
そ
れ

ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。微
生
物
の
力
は
飼
料

や
バ
イ
オ
素
材
、食
品
な
ど
醸
造
分
野
以
外
に

も
活
か
せ
ま
す
し
、30
年
後
の
未
来
を
予
測
し

て
も
、食
糧
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、環
境
問
題
な
ど
が
深

刻
化
す
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
し
た
社
会
的
課

題
に
微
生
物
の
力
を
活
か
し
、産
業
技
術
を
通

し
て
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。開

発
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た「
醸
造
を
原
点
に
、世
界

で《
微
生
物
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
》を
共
創
す
る
企

業
」を
目
指
し
て
、幅
広
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
、

働
き
方
改
革
に
も
注
力
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